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笑顔きらきら入園式

かわにし

４月2日、春の温かい日差しに見守られながら、今年度より県認可の保育園となっ
たあおぞら保育園の入園式が行われました。お父さんお母さん、先生、そして新し
い友達に囲まれ、笑顔きらきらの入園式でした。

主 な 内 容
子ども・子育て支援新体制開始 P2～３

川西町職員配置図 P12～１３
里の暮らし推進機構新体制スタート P２８　 

浴浴センターまどかリニューアルオープン P４



平
成
27
年
４
月
か
ら

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

▼利用できる主な支援
０～２歳児 ３～５歳児

仕事や介護など
で子どもをみら
れない日が多い

●保育所
●認定こども園
●小規模保育
●家庭的保育など

●保育所
●認定こども園
　など

ふだん家にいて
子どもと一緒に
すごす日が多い

●一時預かり
●地域子育て支援
　拠点など

●幼稚園
●認定こども園
　など

問町教育総務課 子育て支援グループ ☎４２－６６７１

⑵ 町内の主な施設、事業内容（新制度以外の施設含む。）は、次のとおりです。
区
分 施設名 定員及び

対象年齢 教育・保育時間 延長時間 給食の
実施方法

保
育
所

小松保育所
＜１３０名＞
6か月児
～ 5歳児

【標準時間】月～土
午前 7時 30分～午後６時 30分
【短時間】月～土
午前 8時 30分～午後４時 30分

【短時間のみ】月～土
午前 7時 30分～ 8時 30分
午後 4時 30分～ 6時 30分

0～ 2歳児
完全給食
3歳児以上
副食給食
（自園調理）

美女木
げんき保育園

＜３０名＞
2か月児
～ 2歳児

【標準時間】月～土
午前 7時 15分～午後 6時 15分
【短時間】月～土
午前 8時 45分～午後 4時 45分

【標準時間】月～土
午後 6時 15分～ 7時 15分
【短時間】月～土
午前 7時 15分～ 8時 45分
午後 4時 45分～ 7時 15分

完全給食
（自園調理）

あおぞら
保育園

＜２５名＞
2か月児
～ 2歳児

【標準時間】月～土
午前 7時 30分～午後 6時 30分
【短時間】月～土
午前 8時 30分～午後 4時 30分

【標準時間】月～土
午後 6時 30分～ 7時 30分
【短時間】月～土
午前 7時 30分～ 8時 30分
午後 4時 30分～ 7時 30分

完全給食
（自園調理）

幼
稚
園

美郷幼稚園
＜１７０名＞
3歳児
～ 5歳児

月～金
午前 8時 30分～午後 3時 00分

月～金
午前 7時 30分～ 8時 30分
午後 3時 00分～ 6時 00分

副食給食
（外部搬入）
※希望者のみ

北斗幼稚園
＜２１０名＞
3歳児
～ 5歳児

月～金
午前 8時 30分～午後 3時 00分

月～金
午前 7時 30分～ 8時 30分
午後 3時 00分～ 6時 00分

副食給食
（外部搬入）
※希望者のみ

学校法人
天笠学園
小松幼稚園

＜１００名＞
満 3歳児
～ 5歳児

月～金
午前 8時 30分～午後 3時 00分
土（第 2、第 4土曜日は休園）
午前 8時 30分～ 11時 00分

月～金
午前 7時 30分～ 8時 30分
午後 3時 00分～ 6時 30分

副食給食
（外部搬入）

小
規
模
保
育

保育園
パステル
ファミリー

＜１９名＞
2か月児
～ 2歳児

【標準時間】月～金
午前 7時 30分～午後 6時 30分
【短時間】月～金
午前 8時 30分～午後 4時 30分
※土曜日は、園の予定表による。

短時間のみ
月～金
午前 7時 30分～ 8時 30分
午後 4時 30分～ 6時 30分

完全給食
（自園調理）

そ
の
他
玉庭へき地
保育所

＜６０名＞
3歳児～
5歳児

月～金
午前 8時 30分～午後 5時 00分

月～金
午後 5時 00分～ 6時 00分

副食給食
（外部搬入）
※希望者のみ

　幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や質の向上を進めていく「子ども・子育て支援新制度」
が、平成２７年４月からスタートしました。
　今回は、新制度の内容と川西町の子育てに関する事業が、どのように変わったのか、お知らせします。

１　子ども・子育て支援新制度
⑴ 支援の量を拡充しました。
　必要とするすべての家庭が利用できる支援を目指します。
　① 子どもの年齢や親の就労状況などに応じた多様な支援を

用意しました。
　　★ 放課後児童クラブの受入学年を６年生までに拡充。

平成２７年４月から
子ども・子育て支援新制度が始まりました

　　★ ファミリー・サポート・センター事業の開始。（※参照）
　② 保育所入所の選択肢が広がりました。
　　★ あおぞら保育園（小松）が県認可の保育所として運営。
　　★ 保育園パステルファミリー（大塚）が、町認可の小規模保育事業を実施。
　　★ 小松保育所の保育時間を午後６時３０分までに拡充。

（注）副食給食は、ごはん持参となります。

町報かわにし　2平成２７年４月１５日

⑷ 保育の必要な事由（２号又は３号認定）により認定されます。
　① 保育を必要とする事由
　　❶就労　❷妊娠、出産　❸保護者の疾病、障がい
　　❹同居又は長期入院等している親族の介護、看護　
　　❺災害復旧　❻求職活動（起業準備含む）　❼就学（職業訓練等）
　　❽虐待やＤＶ（ドメスティックバイオレンス）のおそれがある等
　② 保育の必要量
　　ａ . 保育標準時間…フルタイム就労を想定した利用時間（最長１１時間）
　　ｂ . 保育短時間……パートタイム就労を想定した利用時間（最長８時間）
　　　 川西町では、就労を事由として保育が必要と認定する際は、１か月当たりの就労時間が６４時間を超え

る場合としています。
　※ ファミリー・サポート・センター事業
　　　育児の援助を受けたい人と、援助を行いたい人が会員として登録し、子育ての相互援助
　　活動を行う会員組織です。川西町子育て支援センターにおいて、連絡や調整を行います。
　　　なお、詳細については、次号の町報、チラシ等でお知らせします。
　　　　　　　　　　～こんなときに、利用できます～
　　　　・美容院や歯医者に行きたいので、子どもを預かってほしい。
　　　　・保育園の送迎に間に合わないので、送迎をお願いしたい。
　　　　・放課後児童クラブ、スポ少や塾に迎えに行ってほしい。　など

２　幼児施設の利用者負担額
　新制度においては、町立及び私立の保育所及び幼稚園は、特定教育・保育施設として位置付けられ、これまで
の「保育料」は「利用者負担額」として、町で定めることとなります。
　町の利用者負担額については、町ホームページをご覧いただくか、町教育総務課にお問い合わせください。
⑴ 利用者負担額の算定について
　利用者負担額は、市町村民税の所得割税額等により階層が決定されます。なお、所得割税額を算定する際は、
父母及びその他の扶養義務者（家計の主宰者である場合に限ります。）の合計額で算定します。
　これまで、町立幼稚園及び玉庭へき地保育所の保育料は、一律の保育料でしたが、階層区分に応じた利用者負
担額となります。
※ 新制度に入らない私立幼稚園の保育料は一律となりますが、就園奨励費補助金制度により、世帯の所得状況

に応じて助成があります。
　　
⑵ 軽減措置について
　① 階層に応じて、ひとり親世帯、障がい児等のいる世帯に対する保育料が減免されます。
　② 多子世帯の利用者負担額の軽減
　・保育所…就学前児童が２人以上いる場合、２人目半額、３人目以降無料となります。
　・幼稚園（新制度）及び玉庭へき地保育所…年少から小学校３年までの範囲内に子どもが２人以上いる場合
　　最年長の子どもを第１子、その次の子を第２子とし、第１子は全額負担となりますが、第２子半額、第３子

以降無料となります。

⑶ ３つの認定区分が設けられました。
　新制度適用の施設を利用するためには、町の認定を受けていただく必要があります。

認定区分 対象 利用先

１号（教育標準時間認定） 子どもが満３歳以上で、幼稚園等での教育を希
望される場合

●幼稚園
●認定こども園

２号（満３歳以上・保育認定）子どもが満３歳以上で、⑷の保育の必要な事由に該当し、保育所等で保育を希望される場合
●保育所
●認定こども園

３号（満３歳未満・保育認定）子どもが満３歳未満で、⑷の保育の必要な事由に該当し、保育所等で保育を希望される場合
●保育所
●認定こども園
●小規模保育事業等

3　町報かわにし 平成２７年４月１５日
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『
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
』
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
‼

▲大宴会場

▼玄関ホールにはダリアをイ
メージしたガラスモザイク

～ 改 修 内 容 ～
⑴ エレベーター
　エレベーター（車イス対応１１
人定員）を新設
⑵ 玄関（入口）
　保養棟と宿泊棟の玄関を統合し、
中央に設置
⑶ 宿泊室
　シングル室とツイン室を増室
　和室３、和洋室４、洋室１０（シ
ングル８、　ツイン２）…計１７
室（定員５１人）
⑷ レストラン
　より利用しやすいように中央に
配置
⑸ 宴会場
　イス・テーブル席利用への対応

① 大宴会場
８０帖から９０帖に増床し、
より大人数での宴会にも対
応
隣接するトイレの男女別化

② 中宴会場
落ち着いた雰囲気に改修

③ 小宴会場
間仕切りが可能になり、よ
り少人数での宴会にも対応

⑹ 会議室の変更
　１階に配置し、大小会議等へ対
応（間仕切り可）
⑺ 売店
　独立した売店室を新設
⑻ 無料休憩室
　浴室の近くに設置
⑼ 多目的ホール
　従前の宿泊棟ロビーを多目的に
使用できるホールとして改修
⑽ カラオケルーム
　グループで利用できるカラオケ
ルーム１室を新設
⑾ シャワールーム
　宿泊者が利用できるシャワー
ルーム２室を新設
⑿ トイレ
　多目的トイレの新設

（保養棟１、宿泊棟１）
⒀ 喫煙室
　喫煙室の新設

（保養棟１、宿泊棟１）

　
昨
年
10
月
か
ら
改
修
工
事
を
行
っ
て
き
た
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
が
完
成
し
、
従
業
員
一
同
お
客
様
を

迎
え
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
中
央
の
玄
関
ホ
ー
ル
正
面
に
ダ
リ
ア
の
花
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ガ
ラ
ス
モ
ザ
イ
ク
を
設
置
し
、
華
や
か
に

お
客
様
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
車
イ
ス
に
対
応
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
た
ほ
か
、
開
放
的
な
レ
ス

ト
ラ
ン
や
広
く
な
っ
た
大
宴
会
場
、
シ
ン
グ
ル
や
ツ
イ
ン
の
部
屋
も
増
設
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
浴
室

の
近
く
に
無
料
休
憩
室
を
設
置
し
、
利
用
し
や
す
く
親
し
み
や
す
い
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
、
新
し
い
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
で
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

●リニューアルオープン

　平成 27 年 4 月 21 日 ㊋
　午前 10 時 30 分の式典終了後オープン

●平成 27 年 4 月 22 日㊌からは通常営業
　営業時間：午前 7 時～午後 10 時
　　　　　　（受付は午後 9 時 30 分まで）

◇ご予約・お問い合わせ先◇

浴浴センターまどか ☎４２－４
よ い ふ ろ
１２６

　　　　　　　ＦＡＸ ４２－４１００

▲宿泊室（シングル）

▲正面玄関

▲売店

▲多目的ホール

▲多目的トイレ

5　町報かわにし 平成２７年４月１５日

問町教育総務課 教育総務グループ
☎４２－６６５９

8 小学校学区再編を考える　　
シリーズ

「
川
西
町
立
小
学
校
再
編
整
備
計
画
」
を
策
定

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

４
月
15
日
㊌
　
は
じ
め
ま
し
て
！
お
友
達
に
な
ろ
う
！

４
月
28
日
㊋
　
消
防
自
動
車
が
来
る
よ
（
避
難
訓
練
）

５
月
13
日
㊌
　
ミ
ニ
講
座
「
離
乳
食
」

５
月
27
日
㊌
　
身
体
測
定
　
小
麦
粉
粘
土
で
遊
ぼ
う

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室
　
午
前
９
時
～
（
要
予
約
）

  

４
月
20
日
㊊
　
５
月
18
日
㊊
　
申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

　
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
こ
と
ば
の
相
談
室
を
月
に
１
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
要
予
約
で
す
の
で
、
町
教
育
総
務
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だ
よ
り

学
区
再
編
の
基
本
的
な
考
え
方

　
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

⑴
小
学
校
の
適
正
配
置
（
再
編
整
備
）
を
進

め
ま
す
。

⑵
児
童
の
教
育
環
境
の
向
上
を
優
先
し
ま
す
。

⑶
適
切
な
学
校
規
模
を
１
学
年
１
学
級
以
上

と
し
、
複
式
学
級
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

⑷
概
ね
10
年
以
内
に
学
区
再
編
を
進
め
ま
す
。

検
討
を
開
始
す
る
基
準
と
ル
ー
ル

　
次
に
、
そ
の
検
討
を
開
始
す
る
段
階
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
複
式
学
級
に
よ
る
学
級
編
成
が
行
わ
れ
て    

　
い
る
小
学
校
は
検
討
に
入
り
ま
す
。

⑵
複
式
学
級
に
よ
る
学
級
編
成
が
見
込
ま
れ

　
る
小
学
校
は
、
そ
の
１
～
２
年
前
か
ら
検

　
討
に
入
り
ま
す
。

⑶
地
域
や
保
護
者
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
か
ら
検
討
の

要
請
が
あ
り
そ
の
合
意
を
得
た
小
学
校

は
、
次
年
度
か
ら
検
討
に
入
り
ま
す
。

　
上
記
以
外
に
も
、
教
育
委
員
会
は
完
全
複

式
学
級
の
出
現
等
、
教
育
環
境
の
大
き
な
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
検
討
を

提
案
す
る
こ
と
と
設
定
し
ま
し
た
。

検
討
方
法
と
合
意
形
成
の
あ
り
方

　
検
討
方
法
と
合
意
形
成
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
当
該
通
学
区
域
内
の
関
係
者
に
よ
る

協
議
す
る
場
を
設
置
し
、
そ
の
中
で
統
廃
合

の
必
要
性
に
つ
い
て
１
年
以
内
を
目
途
と
し

検
討
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
再
編
整
備
の
合

意
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
新
た
な
通
学
区
域
の

設
定
や
統
合
の
目
標
年
次
の
設
定
な
ど
に
つ

い
て
、
そ
の
方
向
性
を
決
定
し
統
合
の
準
備

等
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
十
分
な
説
明
責
任
を

果
た
し
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
、
合
意
形
成

が
な
さ
れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
合
意
を
得
る
手
法
に
つ
い
て
は
、

当
該
通
学
区
域
に
設
置
さ
れ
る
協
議
の
場
で

具
体
的
手
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

再
編
整
備
と
地
域
づ
く
り

　
町
内
の
各
小
学
校
は
そ
の
地
域
住
民
の
拠

り
所
で
あ
り
、
か
つ
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
育

成
の
場
と
な
る
小
学
校
の
果
た
す
役
割
は
大

き
く
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、

地
域
と
の
連
携
を
充
実
し
、
家
庭
の
力
・
地

域
の
力
を
学
校
経
営
に
取
り
入
れ
、
信
頼
し

合
う
地
域
と
学
校
と
な
る
よ
う
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
の
推
進
と
学
校
経
営
の
改
善
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
統
廃
合
の
検
討
経
過
を
踏
ま

え
、
町
及
び
教
育
委
員
会
で
は
統
合
後
の
空

き
校
舎
の
利
活
用
や
若
者
の
定
住
施
策
な

ど
、
地
域
の
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
対
応

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
本
計
画
に
基
づ

き
今
年
度
か
ら
対
象
校
区
で
の
検
討
・
協
議

を
開
始
し
ま
す
。

　
な
お
、
文
部
科
学
省
が
平
成
27
年
１
月
に

作
成
し
た
「
公
立
小
学
校
・
中
学
校
の
適
正

規
模
・
適
正
配
置
等
に
関
す
る
手
引
」
の
内

容
も
周
知
・
説
明
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。

※「
川
西
町
立
小
学
校
再
編
整
備
計
画
」は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、「
あ
す
の
川
西
町
の
小
学
校
を
考
え
る
協
議
会
」か
ら
の
答
申
を
受
け
、

本
年
１
月
に
「
川
西
町
立
小
学
校
再
編
整
備
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
本
町
の
歴
史
的
背

景
や
各
地
区
の
地
域
づ
く
り
に
配
慮
し
な
が
ら
最
も
教
育
環
境
の
整
っ
た
町
立
小
学
校
の
適

正
配
置
を
実
現
す
る
た
め
、
学
区
再
編
の
基
本
的
な
考
え
方
、
検
討
を
開
始
す
る
基
準
と
ル

ー
ル
及
び
合
意
形
成
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。



平成２７年度から
介護保険制度が変わります！

平
成
27
年
４
月
か
ら
実
施

① 特別養護老人ホームの入所基準が原則要介護３以上になります
　特別養護老人ホームへの新規入所は、原則、要介護３以上の方が対象となります。（すでに入所して
いる方は除きます。）ただし、要介護１・２の方でも、やむを得ない事情により在宅生活が困難な状況
にあれば、新規入所が認められる場合があります。

利用者
負担段階

負担限度額（日額）

食費
居住費

ユニット型 従来型個室 多床室
個室 準個室 （特養） 老健療養型 （特養） 老健療養型

第４段階 負担限度額なし（施設との契約額を支払うことになります。）

基準費用額 1,380 円 1,970 円 1,640 円 1,150 円 1,640 円 370 円
（840 円 ※ 2） 370 円

第３段階 650 円 1,310 円 1,310 円 820 円 1,310 円 370 円 370 円
第２段階 390 円 820 円 490 円 420 円 490 円 370 円 370 円
第１段階 300 円 820 円 490 円 320 円 490 円 0 円 0 円

② 特定入所者介護（介護予防）サービス費の利用者負担限度額が
　 変更となります
◆多床室の居住者負担限度額（日額）の変更について
　町民税が非課税世帯等の方は、サービスを利用する際の食費・居住費（滞在費・宿泊費）について、
所得に応じた負担限度額となっています。
　平成２７年４月からは、第２段階及び第３段階の多床室の居住費の負担限度額及び基準費用額が３２
０円から３７０円に変更されます。
　なお、平成２７年８月からは、介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の基準費用額が３７０円か
ら８４０円に変更されます。
▼利用者負担段階と負担限度額（１日あたり ※１）

問町健康福祉課 
介護支援グループ 
☎４２－６６３８

　平成１２年にスタートした介護保険制度は、高齢者の増加に伴い介護サービスの利用も拡大してきました。
　高齢者が自立し、毎日を楽しく暮らせる社会づくりのため、３年ごとに行われる制度の見直しにより平成２７
年度から内容を新たにスタートします。介護保険制度の改正のポイントについてご説明いたします。

平
成
27
年
８
月
か
ら
実
施

③ 特定入所者介護（介護予防）サービス費の利用者負担限度額の
　 認定要件が変更となります
　負担限度額の認定要件について、次の資産要件が追加されます。
▼負担限度額の認定要件

利用者負担段階
第４段階 ・第１段階～第３段階以外の方（世帯課税）
第３段階 ・世帯全員が町民税非課税で、第２段階以外の方

第２段階 ・世帯全員が町民税非課税で、本人の合計所得金額と
  課税年金収入額の合計所得金額が８０万円以下の方

第１段階 ・老齢福祉年金受給者で世帯全員が町民税非課税の方
・生活保護受給者

左記の要件に加え、「配偶者も
町民税非課税であり、預貯金等
が単身で 1,000 万円、夫婦で
2,000 万円以下であること。」
が追加されます。

※１ 表中の基準費用額から負担限度額と差し引いた額が特定入所者介護（介護予防）サービス費として支払われます。
※２ 平成２７年８月以降は特養の多床室の基準費用額は 840 円となります。
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平
成
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年
８
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④ 一定以上の所得のある６５歳以上の方は利用者負担が２割になります
　一定以上の所得のある６５歳以上の方が、介護サービスを利用したときは、利用者負担が２割になり
ます。（６４歳以下の方の利用者負担は１割です。）
◆所得に応じた利用者負担

65歳以上の方
本人の合計所得金額（※）
が 160 万円以上

65 歳以上の方
本人の合計所得金額が
160 万円未満

同一世帯の 65 歳以上の方の

＜年金
収入

その他の
合計所得金額＋

（合計所得金額ー年金所得）

単身：280 万円
２人以上：346 万円

2 割
負担

1 割
負担

下記以外の場合

※ 合計所得金額とは、年金収入や給与収入、事業収入などから公的年金控除や給与所得控除、必要経費を控除した額
◆介護保険負担割合証が発行されます
　要支援、要介護の認定を受けている方へ、ご自身の負担割合（１割または２割）が記載された「介護
保険負担割合証」を平成２７年７月末までに郵送いたします。

⑤ 高額介護（介護予防）サービス費の利用者負担限度額が
　 一部の方について引き上げられます
　同じ月に利用した介護保険の利用者負担が一定額を超えたときに支給される「高額介護サービス費」
の利用者負担段階区分（所得などに応じた区分）に「現役並み所得者（※）」が新設され、新しい限度
額が設定されます。

利用者負担段階区分 上限額（月額）
一般世帯 37,200 円
町民税非課税世帯 24,600 円
●本人の合計所得と課税
年金収入額の合計金額が
８０万円以下の方
●老齢福祉年金受給者の方

15,000 円
（個人）

生活保護受給者 15,000 円
（個人）

＜平成２７年８月より＞
現役並み所得者（※） 44,400 円
一般世帯 37,000 円

※ 世帯内に課税所得１４５万円以上の第１号被保険者がいる方で、第１号被保険者の収入が３８３万円（２人
以上の場合は５２０万円）以上の方

◆平成２７年８月から利用者負担段階区分に「現役並み所
得者」が新設されます。
　なお、現役並み所得者の段階区分の方で、一定の収入条
件を満たす方については、申請を行うことで一般世帯の段
階区分になります。対象となり得る方については、町健康
福祉課介護支援グループより申請勧奨を行います。

⑥ 高額医療合算介護（介護予防）サービス費の限度額が変わります
　介護保険と医療保険の両方のサービスを利用し、世帯での１年間の介護保険と医療保険との利用者負
担額が一定の上限額を超えた場合は、申請を行うことにより、高額医療合算介護（介護予防）サービス
費が支給されます。（但し、介護保険と医療保険の両方で自己負担額が発生している場合のみです。）
▼世帯負担上限額（平成２６年８月から平成２７年７月までの１年間）
＜７０歳未満の方がいる世帯＞

所得区分 限度額
基礎控除後の所得が 901 万円超 176 万円
基礎控除後の所得が 600 万円超～ 901 万円以下 135 万円
基礎控除後の所得が 210 万円超～ 600 万円以下   67 万円
基礎控除後の所得が 210 万円以下   67 万円
町民税非課税   34 万円

＜７０歳以上の方がいる世帯＞
所得区分 限度額

課税所得 145 万円以上 67 万円
課税所得 145 万円未満 56 万円
町民税非課税 31 万円
町民税非課税

（所得が一定以下） 19 万円

7　町報かわにし 平成２７年４月１５日



平
成
29
年
４
月
か
ら
実
施
予
定

⑦ 介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総合事業）が始まります
　平成３７年には、団塊の世代が７５歳を迎えるなど高齢化が進展していく中、要支援者又は要支援者に
なる恐れのある方の多様な生活支援のニーズに地域全体で応えていくため、新しい総合事業が始まります。
　これに伴い、要支援者の方の訪問介護・通所介護について、全国一律のサービスから、新しい総合事
業に移行し、これまでと同様のサービスに加え、多様な担い手による新たなサービスが提供されます。

★ 介護予防・日常生活支援総合事業

介護予防・生活支援サービス事業

一般介護予防事業（※）
介護予防に関する講座や、地域の公民館な
どの身近な場所で行う健康増進活動など

●訪問型サービス…ヘルパーなどによる身体
　介護や生活援助

●通所型サービス…レクリエーションや体操
　などの活動、自主的な通いの場などの提供

●生活支援サービス…配食サービスなど、
　自立した生活を続けるための支援

※「一般介護予防事業」は、６５歳以上の方であればどなたでも利用できます。

　６５歳以上の第１号被保険者の介護保険料は、３年ごとの
介護保険事業計画時に見直されます。
　町では、今年３月に平成２７年度から平成２９年度までの
介護保険事業計画（第６期）を策定し、３年間の介護サービ
ス等の見込みにより下記のとおり介護保険料を定めました。

介護保険料が
変わります！

　介護保険料は、高齢者人口、被保険者数、要介護・要支援認定者数等の増加に伴う必要なサービス量及び第１
号被保険者の負担割合（第５期計画より１％増加し２２％となります。）から算出しました。
　なお、今後、国では低所得者の保険料を軽減する制度改正を予定しておりますので、低所得者の保険料軽減の
割合が拡大される見込みです。

▼町の要支援・要介護認定者数の推移

　個人毎の平成２７年度の介護保険料は、町民税の課税非課税区分及び所得状況等に基づき決定し、介護保険料
納入通知書を７月中旬頃にお送りします。

年度 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29
要支援・要介
護認定者数 516 626 728 796 813 825 847 863 907 937 942 976 988 998 1,005 1,018 1,030 1,042

※ 平成１８年４月の制度改正により、要介護度の区分が変更されています。
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▼平成２７年度から平成２９年度までの介護保険料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
段　階 対　象　者 保険料率 保険料（年額）

第１段階 ・生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で世帯全員が町民税非課税の人
・世帯全員が町民税非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の人 基準額× 0.50 32,400

第２段階 世帯全員が町民税非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円を超え
120万円以下の人 基準額× 0.75 48,600

第３段階 世帯全員が町民税非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が 120万円を超
える人 基準額× 0.75 48,600

第４段階 世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で前年の課税年金収入額と合
計所得金額の合計が 80万円以下の人 基準額× 0.90 58,320

第５段階 世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で前年の課税年金収入額と合
計所得金額の合計が 80万円を超える人 基準額× 1.00 64,800

第６段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 120万円未満の人 基準額× 1.20 77,760

第７段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 120万円以上 190万円未満の人 基準額× 1.30 84,240

第８段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 190万円以上 290万円未満の人 基準額× 1.50 97,200

第９段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 290万円以上の人 基準額× 1.70 110,160

川
西
町
健
康
増
進
計
画

「
健
康
か
わ
に
し
21
計
画
（
第
２
次
）」

を
策
定
し
ま
し
た

　
生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
充
実
し
た
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
楽
し
み
な

が
ら
主
体
的
、
継
続
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
地
域
社
会
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
く
こ
と
で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
心
身
と
も
に
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
川
西
町
を
目
指
し
「
健
康
か
わ
に
し
21
計
画
（
第
２
次
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
個
人
、
地
域
、
団
体
、
事
業
所
等
と
健
康
目
標
を
共
有
し
、
相
互
に
連
携
・
協
働

し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

め
ざ
す
姿
　
み
ん
な
で
創
る
　
い
き
い
き
元
気
な
川
西
町

  

基
本
方
針
１
　
生
活
習
慣
の
見
直
し

　健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
、「
運
動
・
生
活
活
動
」「
食
生
活
」「
こ
こ
ろ
・
休
養
」「
た
ば
こ
」

「
ア
ル
コ
ー
ル
」「
歯・口
腔
の
健
康
」
に
つ
い
て
生
活
習
慣
改
善
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

  

基
本
方
針
２
　
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防

　死
亡
の
原
因
や
介
護
の
要
因
で
あ
る
、「
が
ん
」「
生
活
習
慣
病
（
循
環
器
疾
患
・
糖
尿
病
）」

「
認
知
症
」
に
つ
い
て
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

  

基
本
方
針
３
　
元
気
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

　町
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
社
会
参
加
し
な
が
ら
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
と
と
も

に
、
地
域
全
体
が
相
互
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

＊計画書を町ホームページに掲載しております。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

問町健康福祉課 介護支援グループ ☎４２－６６３８
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
は
３
月
31
日
午
前
12
時
で
終
了
し
ま
す
。引
き
続
き
テ
レ
ビ
を
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
に
地
デ
ジ
の
準
備
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

　
３
月
12
日
に
町
内
で
発
生
し
た
交
通
死
亡

事
故
を
受
け
て
、
16
日
、
時
田
踏
切
に
て
川

西
町
交
通
安
全
母
の
会
、
米
沢
地
区
交
通
安

全
協
会
、
米
沢
警
察
署
な
ど
　
計
８
団
体
、

約
20
名
が
参
加
し
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　
運
転
者
に
対
し
チ
ラ
シ
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
等
を
配
布
し
、
交
通
事
故
に
気
を
つ

け
る
よ
う
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
は
１
３
６
１
日
で
ス

ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
が
、
ま
た
こ
れ
か
ら

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
継
続
さ
せ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

３／１ ６

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て～

緊
急
踏
切
検
問
活
動
～

▲運転者に呼びかけを行う米沢地区交通安全協会会長

　
３
月
10
日
、
公
立
置
賜
総
合
病
院
正
面
出

入
口
で
来
院
者
へ
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や

チ
ラ
シ
、
反
射
材
な
ど
の
交
通
安
全
啓
発
グ

ッ
ズ
を
配
布
し
、呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
雪
解
け
が
進
み
歩
行
者
や

自
転
車
が
関
係
す
る
事
故
が
多
く
な
る
時
期

に
、
毎
年
同
場
所
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

置
賜
総
合
支
庁
、
町
交
通
安
全
母
の
会
、
米

沢
警
察
署
な
ど
４
つ
の
関
係
機
関
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
新
年
度
は
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
マ
ナ

ー
の
向
上
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▲来院者に呼びかけを行う交通安全母の会役員

３／１ ０

マ
ナ
ー
の
向
上
が
交
通
安
全
の
鍵

～
歩
行
者
保
護
・
自
転
車
利
用
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～

　
3
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
文
化
審
議
会
に

お
い
て
、
現
役
の
木
造
駅
舎
と
し
て
知
ら
れ

る
山
形
鉄
道
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
西
大
塚
駅
の

本ほ
ん
や屋

（
駅
舎
）
と
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が
、
国

の
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
答
申
さ

れ
ま
し
た
。

　
西
大
塚
駅
の
本
屋
等
は
一
九
一
三
年
に
長

井
軽
便
線
の
西
大
塚
駅
と
し
て
建
築
さ
れ
、

築 

１
０
０
年
を
超
え
た
今
も
現
役
で
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
切
符
販
売
の
窓
口
な
ど
も

往
時
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、
懐
か
し
さ
を
求

め
る
鉄
道
フ
ァ
ン
や
観
光
客
に
人
気
で
す
。

　
こ
の
登
録
に
よ
っ
て
、
本
町
に
お
け
る
国

登
録
文
化
財
は
合
計
10
件
と
な
り
ま
し
た
。

▲西大塚駅とフラワー長井線の車両

３／１ ３

西
大
塚
駅
が
国
登
録
文
化
財
に

　
３
月
23
日
に
、
川
西
町
と
置
賜
農
業
高
等

学
校
が
、
連
携
に
関
す
る
協
定
書
の
締
結
を

行
い
ま
し
た
。

　
置
賜
農
業
高
等
学
校
は
、
本
町
農
業
の
基

盤
及
び
、
地
域
の
後
継
者
育
成
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
協
定
は
「
農
業
を
は

じ
め
と
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
や
後
継
者

育
成
等
の
諸
課
題
を
話
し
合
う
場
を
作
る
」

「
平
成
28
年
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
る
６

次
産
業
化
拠
点
施
設
・
農
産
物
等
直
売
所
へ

多
角
的
な
ア
イ
デ
ィ
提
供
を
い
た
だ
く
」
こ

と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

▲協定書を締結する佐藤校長（左）と原田町長（右）

３／２３

川
西
町
と
置
農
が
連
携
協
定
を
結
ぶ
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３
月
28
、
29
日
に
玉
庭
地
区
の
四
方
山
館

や
土
礼
味
庵
な
ど
９
か
所
の
民
家
等
を
会
場

に
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
展
示
雛
は
米
沢
藩
の
時
代
よ
り
受
け
継
が

れ
て
き
た
古
今
雛
等
を
始
め
、
玉
庭
へ
き
地

保
育
所
の
園
児
が
手
作
り
し
た
ひ
な
人
形
や

地
区
の
方
々
が
手
作
り
し
た
吊
る
し
雛
、
手

芸
品
の
数
々
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
初
披
露
と
な
っ
た
岡
家
で
は
エ
レ
キ

ギ
タ
ー
の
生
演
奏
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
各
会

場
ご
と
に
様
々
な
雰
囲
気
を
楽
し
め
る
手
作

り
感
満
載
の
ひ
な
め
ぐ
り
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

▲酒田市から来たギター奏者による生演奏（岡家）

３／２８
  ～２９

地
区
全
体
で

753
人
を
も
て
な
し
た
２
日
間

～
第
17
回
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り
～

　
４
月
５
日
、
平
成
27
年
度
川
西
町
消
防
団

辞
令
交
付
式
が
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
齋
藤
二
男
団
長
よ
り
消

防
団
幹
部
と
17
名
の
新
入
団
員
の
皆
さ
ん
に

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
辞
令
交
付
後
、
各
部
門
に
分
か
れ
て
研
修

会
が
行
わ
れ
、
新
入
団
員
は
、
消
防
で
の
基

礎
的
な
動
き
や
消
防
団
員
と
し
て
の
心
得
を

学
び
ま
し
た
。
町
内
で
は
現
在
５
８
１
名
の

消
防
団
員
が
町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
、
日
々
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
消
防
団

員
の
皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

４／５

町
民
の
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団
員
に
辞
令
交
付

                            

～
平
成
27
年
度
川
西
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
～

▲齋藤団長から辞令を受け取る消防団員

　
３
月
24
日
付
で
、
川
西
町
が
山
形
行
政
評

価
事
務
所
長
よ
り
感
謝
状
を
受
賞
い
た
し
ま

し
た
。
当
事
務
所
及
び
行
政
相
談
委
員
の
諸

活
動
に
対
す
る
本
町
の
協
力
へ
の
感
謝
の
意

を
表
さ
れ
、
平
成
11
年
度
以
来
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　
行
政
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ

と
、
納
得
の
い
か
な
い
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
行
政
相
談
委
員

が
「
無
料
」、「
秘
密
厳
守
」
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
毎
月
一
回
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
旧
町
立
病
院
）
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲川西町行政相談委員 嶋津委員（左）、加藤委員
（右）、山形行政評価事務所 川田所長（中央左）

３／２４

川
西
町
が
山
形
行
政
評
価
事
務
所
長
感
謝
状
を
受
賞

　
３
月
21
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
若

者
団
体
の
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
若
者
未
来
塾
交
付
金
を
受
け

た「
川
西
ヤ
ン
グ
Ｍ
Ｔ
Ｂ
チ
ー
ム
」の
ほ
か
、

青
年
海
外
研
修
事
業
で
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー

バ
ー
へ
渡
っ
た
今
野
あ
ゆ
み
さ
ん
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
が
、
活
動
内
容
や
イ
ベ
ン
ト
、

研
修
等
を
通
し
て
成
長
し
て
き
た
こ
と
、
見

え
て
き
た
課
題
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。

　
報
告
会
後
は
、
長
井
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
２
名
の
講
演
が
行
わ
れ
、
参
考
と
な
る
事

例
や
活
動
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。

３／２１

若
者
の
柔
軟
な
発
想
を
ヒ
ン
ト
に
ま
ち
づ
く
り

～
川
西
町
を
元
気
に
す
る
若
者
た
ち
の
活
動
報
告
会
～

▲川西ヤングＭＴＢチームの活動報告
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町
　長
　原
　田
　俊
　二
　
　副
町
長
　山
　口
　俊
　昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　教
育
長
　小
　野
　庄
　士

調
整
監
　遠
藤
勝
則

総
務
課
　課
長　
（
遠
藤
勝
則
）

　行
政
管
理
主
幹

　大
滝
治
則

　
　総
務
主
査
　田
中
和
広
　主
査
（
奥
村
大
祐
）
　主
事
　朽
木
惇
、
千
葉
有
生
子
、

　
　猪
野
春
香

　危
機
管
理
主
幹

　金
子
征
美

　
　危
機
管
理
主
査

　佐
々
木
伸
治

　情
報
管
理
主
査

　（金
子
征
美
）

　主
事

　関
川
守

　財
産
管
理
主
幹

　吉
田
良
司

　
　施
設
管
理
主
査

　寒
河
江
哲
也

　土
地
管
理
主
査

　小
倉
繁
樹

　
　自
動
車
運
転
手

　竹
田
博
昭
、
齋
藤
広
則
、  

竹
田
牧
人
、
川
﨑
政
弘

総
務
課
付
（
置
賜
広
域
病
院
組
合
派
遣
）

主
幹

　今
野
辰
也
、
佐
藤
賢
一
　主
査

　齋
藤
久
美
子
、
梅
津
郭
文

総
務
課
付
（
山
形
県
派
遣
）

主
査

　嵐
孝
久

　主
任

　米
野
宏

総
務
課
付
（
岩
手
県
大
槌
町
派
遣
）

主
査

　後
藤
毅

総
務
課
付
（
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
川
西
消
防
署
併
任
）

課
長

　渡
部
恭
介

　主
幹

　五
十
嵐
賢
仁
　主
査

　小
林
寿
昭

企
画
財
政
課

　課
長

　井
上
憲
也

　総
合
計
画
策
定
室
長

　後
藤
哲
雄

　
　総
合
計
画
策
定
主
査

　髙
橋
陽
一

　政
策
調
整
主
幹

　奥
村
正
隆

　
　政
策
調
整
主
査

　神
尾
亜
希
之

　広
報
統
計
主
査

　會
田
美
由
紀

　
　主
事

　鈴
木
栄
、
渡
部
大

　経
営
管
理
主
幹

　（井
上
憲
也
）

　
　改
革
推
進
主
査

　井
上
明
子

　財
政
主
査

　中
山
宗
隆

　主
事

　江
袋
征
太
、
安
部
幸
宗

ま
ち
づ
く
り
課

　課
長

　鈴
木
浩
之

　地
域
づ
く
り
推
進
室
長

　小
林
俊
一

　
　地
域
づ
く
り
推
進
主
査

　小
形
崇
洋

　交
流
推
進
主
査

　横
沢
雅
弘
（
県
か
ら
派
遣
）

　
　主
事

　田
宮
悠
佑
、
須
貝
健
斗
、
金
田
実
佳
子

　生
涯
学
習
主
幹

　針
生
富
雄

　
　生
涯
学
習
主
査
　髙
橋
豊
文
　生
涯
ス
ポ
ー
ツ
主
査
　齋
藤
雅
美
　

　
　文
化
振
興
主
査
　齊
藤
敏
明

住
民
生
活
課
　課
長
　滝
田
浩
一

　戸
籍
住
民
主
幹

　佐
東
順
子

　
　戸
籍
住
民
主
査
　内
谷
浩
美
　主
任
　孫
田
之
絵
　主
事
　須
貝
真
奈
美
、寒
河
江
桜
子
、

　
　主
事
補
　淀
野
拓
也
（
新
規
採
用
）

　生
活
環
境
主
幹

　五
十
嵐
義
文

　
　生
活
安
全
主
査

　鈴
木
和
子

　環
境
衛
生
主
査

　（五
十
嵐
義
文
）

　主
任

　玉
木
和
威

　
　主
事
補

　大
平
麻
人
、
堀
越
拓
弥

税
務
収
納
課

　課
長

　（島
貫
啓
一
）

　町
税
主
幹

　原
田
智
和

　
　住
民
税
主
査

　丹
野
孝
一

　資
産
税
主
査

　伊
藤
聡
子

　主
任

　菊
地
絵
梨
子

　
　主
事

　平
百
合
、
髙
橋
司
、
鈴
木
健
久
朗
、
川
崎
俊
輔

　主
事
補
　小
林
駿
太
（
新
規
採
用
）

　収
納
主
幹

　堀
内
広
幸

　
　収
納
主
査

　黒
澤
直
樹

　主
任

　山
田
耕
司

　主
事

　小
林
善
久

　

　
　主
事
（
再
任
用
）

　濱
田

　修
、

　
　今
野

　正
登

　

　
　健
康
福
祉
課

　課
長

　淀
野
芳
広

　福
祉
主
幹

　安
部
博
之

　
　福
祉
主
査

　安
藤
美
樹
、
渡
部
浩
明

　主
任

　竹
田
紀
子
、
平
山
敦
子

　
　主
事

　玉
田
絵
里
子
、
片
倉
壮

　健
康
推
進
主
幹

　齋
藤
富
士
雄

　
　医
療
給
付
主
査

　大
友
登
貴
子

　主
事

　村
田
麻
美
、
今
野
あ
い
、
平
間
恵

　
　健
康
主
査

　井
上
道
子
、
小
野
久
仁
子

　主
任
（
保
健
師
）

　推
名
志
保
、
吉
村
恵
美
子

　
　保
健
師

　齋
藤
美
咲

　管
理
栄
養
士

　原
美
沙
子

　介
護
支
援
主
幹

　栗
田
純
子

　
　介
護
支
援
主
査

　加
藤
元
康

　主
任

　一
條
恵
美

　主
事

　髙
橋
利
幸

　佐
田
宗
人

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　（淀
野
芳
広
）
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宝くじ助成金で
コミュニティ活動を支援！
　平成２６年度コミュニティ助成事業の採択を受
け、中小松公民館が提灯等の備品整備を行いました。
　この助成金は、㈶自治総合センターの社会貢献広
報事業として、市町村やコミュニティ組織（自治会、
町内会等）が行う活動を支援し、地域社会の健全な
発展と社会福祉の向上を目的としたものであり、平
成２６年度は一般コミュニティ助成事業１件、コミ
ュニティセンター助成事業１件、地域防災組織育成
助成事業が２件採用されました。

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

平成２７年度中小企業設備投資促進補助金
■ 対象者
町内で建設業、製造業、卸売・小売業、飲食店の
いずれか同一事業を１年以上営んでいる方
■ 補助要件

【対象設備】
固定資産税の対象となる償却資産のうち、構築物

（第１種）、機械及び装置（第２種）、工具・器具
及び備品（第６種）に定められる機械・設備等

【取得価格】
・建設業及び製造業 ――― ３００万円以上
・卸売・小売業及び飲食店 ――― ３０万円以上

■ 補助内容
【補助金額】
・取得価格１, ０００万円未満
　―― 対象経費の１０％以内
・取得価格１, ０００万円以上
　――（対象経費－１,０００万円）×５％＋１００万円

【補助限度額】
・建設業及び製造業 ――― １５０万円以内
・卸売・小売業及び飲食店 ――― １５万円以内

平成２７年度 勤労者向賃貸共同住宅
　　　　 建設支援（促進）補助金
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■ 補助要件
　 次のすべての要件を満たす賃貸共同住宅
・町内の法人又は個人が施工する賃貸共同住宅の

新築工事であること。
・建設する１棟につき、６以上の住戸数を有し、

１戸当たりの建設費が５００万円（税抜き）以
上であること。

・各戸に玄関、便所、浴室、台所、ＣＡＴＶ及び
インターネット回線設備を設置すること。

・住戸１戸当たりに専用物置と１台分以上の専用
駐車スペースを有すること。

・組立式仮設住宅でないこと。

■ 補助内容
【町内の法人若しくは個人が申請者の場合】
＜１戸当たりの補助限度額＞
・居住室２室以上 ――― １００万円以内
　（ただし、１申請者当たり１, ０００万円以内）
・居住室１室以上 ――― ６０万円以内
　（ただし、１申請者当たり６００万円以内）

【町外の法人若しくは個人が申請者の場合】
＜１戸当たりの補助限度額＞
・居住室２室以上 ――― ８０万円以内
　（ただし、１申請者当たり８００万円以内）
・居住室１室以上 ――― ４８万円以内
　（ただし、１申請者当たり４８０万円以内）

　勤労者世帯の生活安定のため、賃貸共同住宅の建設を行う事業者に経費の一部を支援します。

　町内の産業基盤を図るため、中小企業者が行う設備投資の経費の一部を支援します。

助成
事業等の
ご案内

町報かわにし　14平成２７年４月１５日

助成
事業等の
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やまがた子育て応援パスポートが新しくなります！
　県と市町村では、企業や店舗の皆様にご協力いただき、社会全体で子育てを応援する気運を盛り上げ、子育て
家庭の負担感の軽減を図ることを目的として、やまがた子育て応援パスポート事業を実施しております。このた
び、カードの有効期限が切れることに伴い、新しいカードを配布します。
●やまがた子育て応援パスポートってどんなもの？
　子育て家庭からパスポートカードの提示があった場合に、
事業にご協賛いただいている企業や店舗の皆様から、サー
ビスをご提供いただくものです。
■ 対　　象　妊婦又は小学校６年生までの子どものいる家庭
協賛店は山形県ホームページにてご覧いただけます。
http://www.pref.yamagata.jp/kenfuku/kosodate/shien/7010001kosodateouen-passport.html
●パスポートカードの交付について
　カードの交付は、平成２７年４月以降の予定です。窓口で交付を受ける場合は、お子さんの年齢を確認できる
もの（保険証や母子手帳）を持参してください。　　　　　　問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２－６６３５

■ 対 象 者
・世帯主が満４０歳未満の若者夫婦世帯及びひとり親世帯
・５年以上居住する意思のある方
・町外に１年以上居住し町内に移住する方
  または、町内の賃貸住宅に１年以上居住している方
・平成２８年２月末までに実績報告書を提出できる方
・補助金交付決定前に着手（契約）した工事でないこと

■ 基本補助
① 新築又は新築建売住宅購入 ――― ６０万円
② 中古住宅購入 ――― ２０万円

【加算補助】
入居時に義務教育終了前の子を養育し、同居して
いる方 ――― 加算額２０万円
■ 受付開始　４月１日㈬から

■ 対 象 者
・町内に自ら居住する住宅等の新築・増改築・改修を行う方
・町内の施工業者と契約する方
　（県補助のみの場合は、県内業者可能）
・工事費１０万円以上の工事を行う方
・町税の滞納がない方
・平成２６年度当該支援事業による補助金を受けていない方
・平成２８年２月末までに完了報告書を提出できる方
・補助金交付決定前に着手（契約）した工事でないこと
■ 補助内容
① 町補助を受ける場合 ――― 工事費の２０％
　（上限額１０万円）
② 県補助を受ける場合 ――― 工事費の１０％
　（上限額２０万円）
③ 町・県補助の両方を受ける場合は、町補助は

工事費の１０％（上限額１０万円）に上記県
補助を合わせた補助額

※ 県補助を受ける場合は、部分補強、省エネ化、
バリアフリー化、県産木材使用、克雪化のい
ずれかを満たすことが必要。

※ 県産材３㎥以上使用又は空家リフォームを行
う場合は、県補助金の上限額３０万とする。

※ ３世代・移住・新婚・子育て世帯である場合は、
県補助金の補助率を工事費の２０％に上限額
３０万円（上記世帯の県産木材３㎥以上使用
又は空家リフォームは上限額４０万円）とする。

■ そ の 他　
住宅全ての耐震評点を上げる耐震改修補助につい
ては、耐震診断を行い補強計画に基づき耐震指標
０．７以上の改修を行う必要があるため事前に担
当までご相談ください。
■ 受付開始　４月１日㈬から

これから住宅
の購入やリフ

ォームをお考
えの方へ向け

た支援事業で
す

○参考：工事費が２００万円のリフォーム工事の場合（町・県両方の補助を受ける場合）
　町補助１０万円　＋　県補助２０万円　＝　補助額３０万円

　　　　　　　　（２００万×１０％）   （２００万×１０％）
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７ 平成２７年度 川西町若者向け住宅支援事業

平成２７年度 川西町住宅建設支援事業
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川西町がん患者用医療用ウィッグ
購入費助成事業が変わりました
　町では、がん患者の方の就労や社会参加の応援
のため、ウィッグ購入費用の一部助成を行ってお
りますが、このたび内容が一部変更になりました。
　変更点は、次のとおりです。
■ 対象となる治療
　 脱毛を伴うがんの治療すべてが対象となりました。
■ 条件の緩和
　 所得要件がなくなりました。
■ 申請
　 代理の方の申請の場合、委任状が必要になりました。
＊申請書等詳細については下記にお問い合わせください。
　町ホームページにも掲載しています。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

特定不妊治療費の
助成額が変わります
　指定医療機関において特定不妊治療
を受けられたご夫婦に、治療費の一部
を助成していますが、平成２７年４月
１日以降助成額を増額いたします。
■ 助成額
　特定不妊治療及び男性不妊治療に要
した費用のうち、県助成額を差し引い
た額と１０万円のいずれか低い額を助
成します。
　詳細については下記にお問合せくだ
さい。
問町健康福祉課 健康推進グループ 
☎４２－６６４０

■ 平成２７年度対象者
　川西町に住所を有し、下記の①又は②の条件を満たす方が対象になります。
※ 但し、過去に肺炎球菌予防接種（ニューモバックス NP（２３価肺炎球

菌莢膜ポリサッカライドワクチン）を受けた方は、対象とはなりません。
① 生年月日：対象者には、個別に通知文を送付いたします。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
を

一
部
助
成
し
ま
す

　肺
炎
や
気
管
支
炎
の
予
防
又
は
重
症
化
予
防
を
目
的
に
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
平
成
26
年
10
月
よ
り
予
防

接
種
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
定
期
予
防
種
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
の
助
成
を
受
け
て
接
種
を
受
け
ら
れ
る
の
は
一
生
に
１
回
限
り
で
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

対象者 生年月日
　６５歳となる方 昭和２５年４月２日生 ～ 昭和２６年４月１日生
　７０歳となる方 昭和２０年４月２日生 ～ 昭和２１年４月１日生
　７５歳となる方 昭和１５月４月２日生 ～ 昭和１６年４月１日生
　８０歳となる方 昭和１０年４月２日生 ～ 昭和１１年４月１日生
　８５歳となる方 昭和　５年４月２日生 ～ 昭和　６年４月１日生
　９０歳となる方 大正１４年４月２日生 ～ 大正１５年４月１日生
　９５歳となる方 大正　９年４月２日生 ～ 大正１０年４月１日生
１００歳となる方 大正　４年４月２日生 ～ 大正　５年４月１日生

② ６０歳から６５歳未満の方で、心臓じん臓呼吸器等で身障者 1 級相当の方。
　 なお、確認が必要ですので身体障害者手帳等を医療機関窓口に提示してください。
■ 助 成 額　町からの助成額は３，０００円：一人につき 1 回限り
　　　　　　（接種費用との差額は自己負担になります。）
　　　　　　 接種費用：南陽市東置賜管内医療機関　６，８００円
　　　　　　（他の地域の接種費用は、医療機関に直接お問合せください。）
※ 生活保護受給者：接種に係る費用全額
　 生活保護受給者の方は、必ず事前に町健康福祉課までご連絡ください。
■ 助成期間　平成２８年３月３１日まで
■ 接種方法　ご希望の医療機関を直接ご予約の上、接種を受けてください。
※ 置賜地域以外の医療機関（山形市など）で接種する方は、接種前に町健康福祉課にて手続きが必要です。
■ 持 ち 物　健康保険証等（対象者確認のため）、接種料金等
■ そ の 他　対象者以外の方は任意予防接種となり、町の助成を受けることはできません。

ご確認ください！　助成内容が変更になりました

17　町報かわにし 平成２７年４月１５日

助成
事業等の
ご案内

風ふ
う
し
ん疹

抗
体
検
査
、
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

■ 対 象 者 
　川西町に住所を有し、下記に該当する方
　① 妊娠を予定又は希望する２０歳から５０歳の女性
　　（昭和４０年４月２日 ～ 平成７年４月１日生まれまで）
　② 風疹抗体が十分でない対象者①の夫及び同居家族
　　（対象者①の風疹抗体検査結果が、HI 法１６以下、又は EIA 法８未満の場合）
　③風疹抗体が十分でない妊婦の夫及び同居家族
　　（妊婦の風疹抗体検査結果が、HI 法１６以下、又は EIA 法８未満の場合）

■ 申請期間　平成２７年４月１日㈬～平成２８年２月２９日㈪ まで受付
■ 申請場所　健康福祉課窓口（平日 午前８時３０分～午後５時）
※ 代理申請も可能です。
※ 風疹抗体が十分でない女性及び妊婦の夫・同居家族の方は、以下のものを　

お持ちください。
　① 風疹抗体検査の数値が確認できるもの
　② 母子健康手帳（妊婦さんの夫及び同居家族の方）
■ 助成期間　平成２７年４月１日㈬～平成２８年３月３１日㈭ まで
■ 実施医療機関
　町内での委託医療機関で実施（公立置賜総合病院、公立置賜川西診療所、
　柄沢医院、斎藤内科循環器科クリニック、きじまキッズクリニック）
■ 助成期間
　 風疹抗体検査、風疹予防接種費用を全額助成します。

　町
で
は
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、

左
記
の
方
を
対
象
に
、
風
疹
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を

行
い
ま
す
。
最
初
に
風
疹
抗
体
検
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
り
予
防

接
種
を
実
施
し
ま
す
。

【助成の対象にならない方】
○ 既に妊娠している方
○ 風疹の予防接種を２回以上接種している方
○ 風疹にかかったことがある方
○ 過去に助成を受けて、風疹抗体検査及び予防接種を受けた方

×!

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

平成２７年度新規事業　2 つの検診への助成事業を行います！！
前立腺がん検診
　前立腺がんは、近い将来、男性がかかるがんの第 1
位になると予測されています。
　町では、検診料金の一部を助成しますので、この機
会にぜひ受診してください。
■ 対 象 者　６１歳男性（平成２８年４月１日現在）
■ 検査内容　問診及び前立腺特異抗原（ＰＳＡ）検

査（血液検査）
■ 自己負担金　１, ０００円
■ 持 ち 物　検診票、検診料金等、健康保険証
　　　　　　（対象者確認のため）等

骨粗しょう症検診
　骨粗しょう症は、骨量の減少と骨質の劣化が招く、
中高年の女性に多く見られます。
　骨密度を測定し現在の骨の状況を知り、生活習慣を
見直し、丈夫な骨を保ちましょう。
■ 対 象 者　４１,４６,５１,５６,６１,６６,７１歳女性
　　　　　　（平成２８年 4 月 1 日現在）
■ 検査内容　超音波で骨量を検査（骨密度検査）
■ 自己負担金　３００円
■ 持 ち 物　検診票、検診料金、健康保険証
　　　　　　（対象者確認のため）等

● ● ● 受 診 方 法 ● ● ●

　既に何らかの検診をお申込みの方は、各地区検診・国保人間ドック受診時に、受付にて受診希望である旨
を申し出てください。町の検診を何も申し込んでいない方で受診を希望する方は、町健康福祉課までお申込
みください。また、対象者でない方でも、オプション検査として受けることができます。（全額自己負担）

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０
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まちからのお知らせ
town information

４月２６日㊐は
川西町議会議員選挙の投票日です
私たち町民にとって一番身近であり、町の将来に極めて重要な意義を持つ今回の選挙。

棄権することなく、皆さんでそろって投票に行きましょう。　
❖投票できる方
　【年齢要件】平成７年４月２７日までに生まれた方です。
　【住所要件】平成２７年１月２０日までに住民登録された方です。
　ただし、投票日午前７時までに川西町より転出された方は、投票できません。
　（転出前に期日前投票を行うことができます。）

❖入場券
　告示日（４月２１日）以降、できるだけ早いうちに郵送でお送りいたします。

❖期日前投票
　４月２２日㈬から２５日㈯まで、役場 第３会議室で期日前投票ができます。
　時間は、午前８時３０分から午後８時までです。
　投票日に近づくと大変込み合いますので、利用される方は早めに投票をお願いします。

❖その他
　選挙公報を告示日（２１日）以降、できるだけ早いうちにお送りいたしますが、お手元に届くまでに時間を
要します。川西町ホームページ上にも掲載いたしますので、そちらからもご覧ください。
　その他の詳細については、先月号の町報をご確認ください。

問川西町選挙管理委員会事務局 ☎４２－６６８９

　
　
　
ハ
ー
ブ
利
活
用
委
員
の
募
集

　　
置
賜
公
園
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
は
例
年
ハ
ー

ブ
約
80
種
類
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
ハ
ー
ブ
の
商
品
化
、
フ
ェ
ア
運
営

方
法
な
ど
、
調
査
、
研
修
を
行
う
ハ
ー
ブ
利

活
用
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■ 

活
動
内
容
　
年
５
回
程
（
５
月
～
１
月
）

う
ち
１
回
は
県
外
視
察
研
修

を
予
定

■ 

募
集
期
間
　
５
月
８
日
㈮
ま
で

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ 

☎
42

－

６
６
４
５

　
　
　
川
西
町
健
康
体
力
づ
く
り
推
進

　
　
　
推
進
協
議
会
委
員
の
募
集

　
川
西
町
で
は
、町
民
の
健
康
並
び
に
体
力
づ
く
り
推
進
を
図
る
た
め
、

川
西
町
健
康
体
力
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
で
は
、
約
20
名
の
方
に
委
員
を
ご
委
嘱
し
、
年
２
回
程

幅
広
い
立
場
か
ら
健
康
体
力
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
審
議
企
画
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
町
民
代
表
と
し
て
の
委
員
を
公
募
い
た
し
ま
す
。

■ 

要
　
　
　
　件
　
健
康
な
町
を
め
ざ
し
、
健
康
体
力
づ
く
り
推
進

に
つ
い
て
審
議
企
画
い
た
だ
け
る
方

■ 

応  

募  

締  

切
　
５
月
８
日
㈮

■ 

委
員
委
嘱
任
期
　
平
成
27
～
28
年
度

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ
ル
ー
プ 

☎
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－

６
６
４
０

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し

て
み
ま
せ
ん
か
！

募集
１名

男女
募集
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川
西
町
地
域
福
祉
計
画（
第
２
期
）

　
　
　
策
定
委
員
会
委
員
の
募
集

　
川
西
町
地
域
福
祉
計
画
は
、
本
町
地
域
福
祉
の
適
切
な
利
用
推
進
、

健
全
な
事
業
発
展
、
住
民
参
加
の
促
進
に
関
す
る
事
項
を
一
体
的
に
定

め
る
計
画
に
な
り
ま
す
。
第
２
期
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
20
名
以

内
の
委
員
で
構
成
す
る
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
の
方
々
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
地
域
福
祉
活
動
に
関
心
が
あ
り
、
計

画
策
定
に
委
員
と
し
て
参
画
を
希
望
さ
れ
る
方
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

■ 

応
募
資
格
　
地
域
福
祉
活
動
に
関
心
が
あ
り
、
町
内
に
住
所
を
有

す
る
20
歳
以
上
の
方

■ 

任
　
　期
　
平
成
27
年
５
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま
で

　
　
　
　
　
　
　（
任
期
中
に
５
回
程
度
の
委
員
会
等
を
開
催
予
定
。）

■ 

応
募
方
法
　
町
健
康
福
祉
課
で
準
備
す
る
応
募
用
紙
に
応
募
者
本

人
が
必
要
事
項
を
記
入
い
た
だ
き
、
５
月
７
日
㈭
午

後
５
時
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
必
着
）
ま
で
、
町
健

康
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ 

☎
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－

６
６
３
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女
性
未
来
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
募
集

　
　
　
　
　

　
女
性
が
元
気
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
女
性
の
視
点
で

ま
ち
づ
く
り
を
お
こ
な
う
「
女
性
未
来
委
員
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
左

記
の
と
お
り
委
員
を
募
集
し
ま
す
の
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■ 

内
　
　容
　
自
主
企
画（
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
）、

学
習
会
、
視
察
研
修
、
交
流
会
な
ど

■ 

応
募
資
格
　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳
以
上
の
女
性

■ 

活
動
回
数
　
月
１
回
ほ
ど
の
予
定

■ 

応
募
方
法
　
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
を
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

申
込
締
切
　
４
月
24
日
㈮

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ 
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－

６
６
６
８

募集
５名
程度

募集
２名

  川西町成人式を
  ５月３日 ㊗に開催します
■ 期　日　５月３日（日・祝）
■ 場　所　川西町フレンドリープラザ
■ 日　程　受付　　 午前９時３０分～

記念撮影 午前９時４５分～
式典　　 午前１０時３０分～１１時
記念行事 午前１１時１０分～１２時

■ 対象者　平成６年４月２日から平成７年４月
１日までに生まれた町内在住者及び
町立中学校卒業者

※ 今年の成人式の対象者には、４月上旬にご案
内状を発送しています。

※ 会場には一般席を準備いたしますので、ご家
族の方もご同席いただきご祝福ください。

問町まちづくり課 生涯学習グループ ☎４２－６６６８

こまつ市
　今年の初回は５月９日㈯に開催！
　置賜最大級の朝市「こまつ市」は９年目を迎えました。
今年も朝食を食べられる朝市として、川西町内の“うま
いもん”を取り揃えて開催いたします！出店者等の詳細
は開催日前に発行する新聞折り込みチラシをご覧くださ
い。皆様のお越しをお待ちしております！
❖ 開 催 日　平成２７年５～１１月までの第２土曜日
　５月９日、６月１３日、７月１１日、８月８日、
　９月１２日、１０月１０日、１１月１４日
❖ 開催時間　午前７時～８時３０分
❖ 開催場所　ＪＡ山形おきたま川西支店東側駐車場
　　　　　　　（雨天時と１１月は川西町中央公民館）
※ 開催内容を変更する場合がございますので、町報や、

チラシ等でご確認ください。
出店者募集！

こまつ市に参加して、一緒に町を盛り上げません
か？自慢の野菜や漬物、お菓子などを売りたい方々
を大募集します！売りたいけど売り方がわからない
といった方も、１回だけの参加も出来ますので、お
気軽にご相談ください。詳しい内容は下記事務局ま
でお問い合わせください。

　　問こまつ市実行委員会事務局（町産業振興課） 
　　☎４２－６６９６

　 ニュースタイル朝市
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まちからのお知らせ
town information

定例監査の結果をお知らせします　　　　　　問町監査委員事務局 ☎４２－６６７４

○監査の種類
　地方自治法第１９９条第４項及び川西町監査の執
行に関する条例第２条の規定に基づく定例監査
○監査執行期日及び監査対象課等
　平成２７年２月２４日　総務課、健康福祉課
　平成２７年２月２６日　教育総務課
○監査委員の氏名
　島貫憲明、髙橋照夫
○監査対象事項

対象所管課等の主として平成２６年度における
財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の
管理に関する次の事項

（１) 歳入の調定及び収納に関すること。

（２) 歳出の予算経理に関すること。
（３) 町補助金等の交付決定に関すること。
（４) 支出負担行為における入札及び契約に関する

こと。
（５) その他、必要と認める事項
○監査の手続き

各課が所管する財務に関する事務の執行及び経
営に係る事業の管理に関する事項について、適
法性、効率性に留意し関係書類、資料の提出を
受け、書類監査及び関係職員からの聴き取りを
行った。

○監査の結果
　監査対象事項において、適正に処理されていた。

測定日
及び測定値

（μ
マイクロシーベルトパーアワー

S v / ｈ）
４月７日

地上から
の高さ

場　　　所
玉庭小学校 川西中学校

１００㎝ ０．０７ ０．１０
　５０㎝ ０．０７ ０．１０

問町総務課 危機管理グループ ☎４２－６６１２

外国人のみなさんへ（お知らせ）
 特別永住者証明書  又は  在留カード への切替はお済みですか？
　平成２４年（２０１２年）７月９日より外国人登録法が廃止され、外国人登録証明書は特別永住者証明書又は
在留カードに切り替える必要があります。外国人登録証明書を一定期間特別永住者証明書又は在留カードとみな
すこととされていましたが、その多くの有効期間の満了日は平成２７年（２０１５年）７月８日となっています。
有効期間満了前でも手続は可能ですので、まだ切り替えていない方は、お早めに手続きをお願いします。

【特別永住者の方】　●手続先：役場住民生活課窓口　☎４２－６６１５
平成２４年（２０１２年）
７月９日時点の年齢 外国人登録証明書が特別永住者証明書とみなされる期間

１６歳以上 平成２７年（２０１５年）７月８日又は外国人登録証明書の次回確認（切替）
申請期間の始期である誕生日のいずれか遅い日まで

１６歳未満 １６歳の誕生日まで

【中長期在留者の方】　●手続先：仙台入国管理局　☎０２２－２５６－６０７６

在留資格 平成２４年（２０１２年）
７月９日時点の年齢 外国人登録証明書が在留カードとみなされる期間

永住者
１６歳以上 平成２７年（２０１５年）７月８日まで

１６歳未満 平成２７年（２０１５年）７月８日又は１６歳の誕生日のいずれか早い日まで

特定活動
１６歳以上 在留期間の満了日又は平成２７年（２０１５年）７月８日のいずれか早い日まで

１６歳未満 在留期間の満了日、平成２７年（２０１５年）７月８日又は１６歳の誕生日の 
いずれか早い日まで

上記以外
１６歳以上 在留期間の満了日

１６歳未満 在留期間の満了日又は１６歳の誕生日のいずれか早い日まで
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まちからのお知らせ
town information

●税金の納付期限を確認してください
　今月は、軽自動車税の納付月です。納付期限は４月３０日

（口座振替日は４月２８日）になりますので、早めの納付や
口座残高の確認をお願いします。口座振替を利用されている
方は、口座残高不足等により口座振替とならなかった場合、
再度の振替ができなくなりますのでご注意ください。

●督促状の送付について
　納付期限までに完納しない納税義務者に対し納付期限後
２０日以内に督促状を送付しております。納付期限までに
納め忘れがないようご注意ください。
　なお、町が納付を確認するには、金融機関などで納付い
ただいてから若干の日数がかかります。納付書の納期限を
過ぎて納付されると、その間に行き違いになってしまい、
納付したにもかかわらず督促状が発送されてしまう場合が
ありますのであらかじめご了承ください。トラブルを避け
るためにも、納付期限までの納付をお願いいたします。

●税金の納め忘れに注意してください
　平成２６年度の町税等の納付は３月３１日で終了となり
ましたが、納め忘れがないか再度確認をお願いします。
　本町では、町税等の納め忘れを防止するために、未納の
ままとなっている方を対象にした未納者宅訪問を実施して
います。納付催告後も納付がなければ、財産差押等の法的
措置により強制的に納めていただく場合があります。万一
納め忘れ等がありましたら、早急に納付いただくか税務収
納課までご連絡をお願いします。
問町税務収納課　収納グループ  ☎４２－６６３４

ご利用ください 固定資産の縦覧制度

■ 縦覧期間　６月１日㈪まで（土日祝日を除く）
■ 縦覧時間　午前９時～午後４時３０分
■ 縦覧場所　川西町役場 税務収納課
■ 縦覧できる内容
　【土地】所在、地番、地目、地積、価格
　【家屋】所在、家屋番号、種類、構造、床面積、
　　　　 価格
■ 縦覧できる方

（１）平成２７年度（賦課期日平成２７年１月１日
現在）において、本町に課税されている土地
や家屋を所有している方

（２）上記（１）の同居の親族
（３）上記（１）の方が死亡した場合は相続人
（４）上記（１）又は（２）の者から委任された者

■ 縦覧される際に必要なもの
役場税務収納課備付の申請書にご記入・押印い
ただくとともに、ご本人を証するもの（運転免
許証、健康保険証など）をご提示いただきます。
また、委任された方の場合は、委任状が必要です。

■ 注意事項
（１）縦覧帳簿には所有者が記載されていません。

所在・地番、家屋番号を指定してください。
（２）縦覧帳簿をコピーすることはできません。
　　（書き写しは、差し支えありません。）

（３）縦覧の目的は、ご自身の所有されている土地や家
屋の価格と他の土地や家屋の価格との比較を通
して評価額が適正かを判断いただくことにあり
ますので、その他の目的での縦覧はできません。

　固定資産税に対する信頼と、固定資産評価の適正・公平さを確保するため、課税されている土
地や建物をお持ちの方は、他の土地や建物の価格との比較を通じて価格の適正さを判断いただく
制度が『固定資産の縦覧制度』です。ご利用ください。

費 用
無 料

問町税務収納課 町税グループ ☎４２－６６２４

水道メーター検針は
５月から再開いたします
　冬期間休止しておりました水道メーター検針
について、４月に再開する予定でしたが、豪雪
の影響により今年度は５月から再開させていた
だきます。したがって、４月分の上下水道使用
料については、引き続き概算料金で納付いただ
き、５月の検針にて冬期間の料金の精算をさせ
ていただきます。
　また、積雪により漏水が発見しにくい状況と
なっておりますので、下図を参考に漏水がない
かご確認ください。

パイロット
　中央の銀色のボタ
ン（中央に赤い点）
のようなものはパイ
ロットといい、水を
使っているときには
回転します。
　水を使っていないときに回転している場
合は、漏水の可能性があります。漏水が疑
われる場合は、水道修理工事店に修理を依
頼してください。

問町地域整備課 上下水道グループ 
☎４２－６６５３
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国保人間ドック
会　　場 南陽検診センター

受付時間
男性：午前７時３０分～８時００分
女性：午前７時００分～７時３０分

対 象 者 実 施 日

４０歳～７４歳
の川西町国民健
康保険被保険者
の方

　６月２５日㈭　　７月２３日㈭
　７月３１日㈮　　８月２０日㈭
　９月２４日㈭　　９月３０日㈬
１０月２１日㈬　１０月３０日㈮
１１月１８日㈬　１１月２４日㈫
１２月　１日㈫

※年度内に７５歳に到達される方（S15.4.1 ～ S16.3.31）で、
国保人間ドックの受診を希望される方は、誕生日前であれ
ば受診できますので、町健康福祉課までお問合せ下さい。
※すでに検診をお申し込みの方には、健康推進班役員の方
を通して又は郵送にて事前に各種検診票を配布いたします。

子宮頸がん・乳がん検診
会　　場 南陽検診センター
受付時間 午後１時００分～１時２０分
対 象 者 実 施 日

・２０歳以上の
　女性

・４０歳以上の
　女性

　５月１８日㈪　　８月　４日㈫
　５月１９日㈫　　８月２０日㈭
　５月２８日㈭　　９月　３日㈭
　６月２２日㈪　　９月１８日㈮
　６月２５日㈭　１０月　７日㈬
　７月　２日㈭　１０月１３日㈫
　７月　９日㈭　１１月１２日㈭
　７月２４日㈮

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

各地区検診

対 象 者

特定健診等、後期高齢者健診、
胃がん検診、大腸がん検診、
呼吸器検診、肝炎ウイルス検診
前立腺がん検診、骨粗しょう症
検診

受付時間 午前７時３０分～９時００分
実 施 日 検診会場

　５月　１日㈮
　５月　７日㈭
　５月２０日㈬

川西町交流館あいぱる
（旧川西町立第二中学校）

　７月２１日㈫
　７月２２日㈬ 犬川地区交流センターえぐべ

　７月２９日㈬
　７月３０日㈭ 玉庭地区交流センター四方山館

　９月　７日㈪ 東沢活性化センター
　９月２８日㈪
　９月２９日㈫
　９月３０日㈬

中郡地区交流センターみずほ

１０月２７日㈫
１０月２８日㈬
１０月２９日㈭

大塚地区交流センター治平館

１１月１６日㈪
１１月１７日㈫
１１月２４日㈫
１１月２７日㈮
１１月３０日㈪

川西町農村環境改善センター

Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

置賜管内の医療機関でも子宮頸がん・乳がん検診が受けられます
▼平成２７年度 子宮頸がん検診・乳がん検診実施医療機関

医療機関名 住　所 電話番号 子宮頸が
ん検診

乳がん
検診

小川医院 南陽市郡山１０８２－１０ ☎４３－２０５５ ○
公立置賜南陽病院 南陽市宮内１２０４ ☎４７－３０００ ○
佐藤産婦人科医院 南陽市宮内２５４５ ☎４７－２１２１ ○
公立高畠病院 高畠町大字高畠３８６ ☎５２－１５００㈹ ○ ○
いまい医院 米沢市花沢町２６９５－５ ☎２２－１８６７ ○
産科・婦人科さくらクリニック 米沢市塩井町塩野１４９５－５ ☎２６－１０８７ ○
三友堂病院 米沢市中央六丁目１－２１９ ☎２４－３７００ ○ ○
産科・婦人科 島貫医院 米沢市中央２－５－１２ ☎２３－１７７６ ○
舟山病院 米沢市駅前二丁目４－８ ☎２３－４４３５ ○ ○
ゆめクリニック 米沢市東三丁目９－３ ☎２６－１５３７ ○
米沢市立病院 米沢市相生町６－３６ ☎２２－２４５０ ○ ○

※ ○印は検診実施可能機関を表します。実施医療機関につきましては、変更になる場合もあります。
子宮頸がん・乳がん検診を申し込んでいない方で、受診をご希望の方は

町健康福祉課までお申し込みください。

平成２７年度各種検診を希望される方の日程は下記のとおりです
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あなたが受けられる町の検診を確認してみましょう
あなたの年齢は？

（平成２８年４月１日時点）

４０歳～７４歳 ７５歳以上 ２０歳～３９歳

あなたの保険証は？

後期高齢者医療保険

保険証を問わず川西
町に住所があれば受
けられます。

①川西町国民健康保険
②６５～７４歳の後期
　高齢者医療保険
③国民健康保険以外の
　健康保険（※）

①②③以外の
健康保険

各種がん検診 健康診査・
各種がん検診

２０歳代：子宮頸がん検診
３０歳代：子宮頸がん検診
　　　　 健康診査

特定健診・
各種がん検診

（※）健康保険の被扶養者及び任意継続の方は、町の各地区検診会場で特定健診とがん検診を同時に受ける
ことが可能な場合があります。各保険者より送付される案内文をご確認ください。

あなたの保険証は？

平成２７年度の各種検診が始まります
　健康に関心はあるけれど、つい自分のことは後回しにしてしまう。そんなことはありませんか？
　毎日のお仕事や生活に追われて、お忙しい日々をお過ごしかと思いますが、定期的な健診（検診）の受診をお
願いします。ご自分の健康状態を把握し、生活習慣を振り返っていただき健康で豊かな生活をお送りください。

健康情報ひろば

予防接種のお知らせ
　以下の予防接種は、下記生年月日のお子さんが対
象になっております。詳細については、個別に通知
しておりますのでご確認ください。
＜平成２７年度予防接種対象者＞
◆ジフテリア・破傷風予防接種
　平成１５年４月２日～平成１６年４月１日生まれ

（小学６年生）
◆麻しん風しん予防接種
　【第２期】小学校就学前 1年間にあるお子さん（年長児）
　平成２１年４月２日～平成２２年４月１日生まれ
◆日本脳炎予防接種
　【第２期】平成９年４月２日～平成１０年４月１日
※他の年代については、順次ご案内します。

健康保険・共済組合・国保組合
の被扶養者となっている
４０歳以上７５歳未満の方へ
　長井市・南陽市・高畠町・川西町・飯豊町・白鷹町の
6市町に所在する事業所の被扶養者の方（ご家族）には、
全国健康保険協会より「特定健診受診券」が被保険者の
方の自宅に送付されております（3月下旬頃）。上記以
外の方には、事業所あてに発送予定です。
　町で行う集団健診時に「特定健診受診券」を提出して
いただくと、町で行うがん検診との同時受診が可能です。
なお、詳細は下記にお問い合わせください。
問全国健康保険協会山形支部保健グループ
☎０２３－６２９－７２３５
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健康カレンダー 問町健康福祉課 健康推進グループ
☎４２－６６４０

母子健康手帳交付
〈期　　日〉５月１１日㈪、２５日㈪
〈受付時間〉９：００～１６：３０
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈 持 ち 物 〉妊娠届出書

ママパパ教室
〈期　　日〉５月１９日㈫
〈受付時間〉１３：１５～１３：３０
〈場　　所〉生きがい交流館
〈 対 象 者 〉 初妊婦とその夫
〈申込方法〉５月１２日㈫まで電話で申し込み
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳

９・１０か月児健康教室
〈期　　日〉５月２０日㈬
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈 対 象 者 〉平成２６年７月～８月生まれの幼児
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、おむつ

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉５月２１日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉①平成２５年５月生まれの幼児

【受付時間】１３：２０～１３：３０
②平成２６年３月、平成２４年５月、

平成２４年１１月生まれの幼児ほか
【受付時間】１３：３０～１４：００
③妊婦及び夫
【受付時間】１３：５０～１４：００

〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

１歳６か月児健康診査
〈期　　日〉５月２２日㈮
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２５年１０月生まれの幼児
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、おむつ、問診票、

歯ブラシ
※ フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※ 対象者へ事前に問診票・尿容器等を郵送します。

各種検診（呼吸器・特定健診等）
〈期　　日〉５月１日㈮、７日㈭、２０日㈬
〈受付時間〉７：３０～９：００
〈場　　所〉川西町交流館（旧川西町立第二中学校）
※詳細は個人通知書をご覧ください。
※特定健診等を受ける方は、保険証が必要です。

子宮頸がん検診・乳がん検診
〈期　　日〉５月１８日㈪、１９日㈫、２８日㈭
〈受付時間〉１３：００～１３：２０
〈場　　所〉南陽検診センター
※詳細は個人通知書をご覧ください。

 ４月生まれの方へ
 子育て支援医療証を郵送します
郵送となるのは、１歳児から小学６年生までの
誕生日が４月２日から５月１日生まれの方です。
■ 新しい医療証の有効期間
平成２７年５月１日～平成２８年４月３０日まで
※ 小学６年生は平成２８年３月３１日まで
これまでの医療証は、平成２７年４月３０日までご
使用いただけます。医療機関を受診する際は、医療
証の有効期間を確認してからご使用ください。
■ 郵送時期　４月中旬ごろ ※申請は必要ありません。
■ 健康保険証に変更がある場合は、届出が必要です
次のものをお持ちのうえ、窓口へお越しください。

〈持ち物〉お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）

次に該当する方は、申請手続きが必要です
平成２７年２月２８日以前に有効期限を迎えてか
ら、更新手続きがお済みでない方は、窓口での申請
が必要です。

〈持ち物〉お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）
平成２６年１月１日に本町に住所がない方は、扶養
者の平成２５年分の所得額と控除額のわかる書類
※ 現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問

い合わせください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

献血
〈期　　日〉４月２０日㈪
〈受付時間〉９：３０～１１：３０
〈場　　所〉川西町中央公民館
〈対 象 者〉１６～６９歳の健康な方
〈持 ち 物〉献血カード
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健康情報ひろば

〜
介
護
認
定
の
申
請
・
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
〜

地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４６－５５１１

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

川西町徘
はいかい

徊高齢者等事前登録事業「かえっぺ」
４月１日から始まります
　認知症高齢者などで、徘徊などにより行方不明になる可能性のある方について、名前や特徴、
写真などの情報をあらかじめ登録しておくことで、早期発見に役立てる制度です。
◎ 対象となる方
　　川西町にお住まいで、徘徊するおそれのある高齢者の方
◎ 登録申請窓口
　　川西町健康福祉課内　地域包括支援センター
◎ 登録申請に必要なもの
　　届出書の記入（届出書は上記窓口にあります。）
　　登録する方の特徴が分かる写真（１～４枚）
◎ 登録情報の活用について

記入していただいた申請書及び写真は、原本を川西町で、写しを米沢警察署及び地域包括
支援センターで保管します。また、申請時に同意をいただいた方については、担当する民
生委員へも同様の情報提供を行い、訪問活動等に役立て、見守り強化につなげていきます。
米沢警察署は、申請書等の情報を徘徊高齢者等の発見・保護時において身元確認のため活
用します。

行方不明になった場合には…
すぐに、米沢警察署 ☎０２３８－２６－０１１０ に連絡してください。
その際に、「かえっぺ」事前登録をしていることを伝えてください。

認知症になっても安心して暮らせるまちづくり
認知症の方を介護する家族のための「介護者のつどい」
　認知症のこと、介護のことで不安に感じたりわからないことがあったら、ひとりで悩まな
いことが大切です。認知症介護を経験している方同士のつながりをもつと思いが共有できた
り貴重なアドバイスを得ることで日頃の悩みを軽くできます。ぜひ一度ご参加ください。
■ 日　時　５月２０日㈬　午前１０時～１１時３０分
■ 場　所　生きがい交流館

認知症サポーター養成講座（認知症を正しく理解し、認知症の人や
家族を温かく見守る応援者の養成講座）の出前講座をします。地域
や会社の集まりに出向きますのでお気軽にお問い合わせください。
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危
険
物
取
扱
者
・
消
防

設
備
士
の
免
状
を
お
持

ち
の
方
へ

　
危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

の
義
務
と
し
て
、消
防
法
令
で
は
、

免
状
交
付
の
日
か
ら
10
年
以
内
ご

と
に
写
真
の
書
換
え
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
規
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
未
だ
、
写
真
の
書
換
え
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に

手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

問
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

☎
０
２
３

－

６
３
１

－

０
７
６
１

２
０
１
５
年
南
太
平
洋

サ
イ
ク
ロ
ン
救
援
金
の

受
付
に
つ
い
て

　
こ
の
た
び
、
超
大
型
サ
イ
ク
ロ

ン
の
直
撃
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た

島
国
の
バ
ヌ
ア
ツ
の
方
々
を
支
援

す
る
た
め
、
救
援
金
を
下
記
に
よ

り
受
付
し
て
お
り
ま
す
。
町
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
頂
い
た
救
援
金

は
日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
現
地

に
届
け
ら
れ
ま
す
。

▼
受
付
期
間
：
５
月
29
日
㈮
ま
で

▼
受
付
方
法
：
町
住
民
生
活
課
付

近
の
「
募
金
受
付
コ
ー
ナ
ー
」

に
設
置
の
募
金
箱
に
よ
る
受
付

※
領
収
書
が
必
要
な
方
は
、
町
健

康
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
町
健
康
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

６
６
３
５

平
成
27
年
度
文
翔
館
の

助
成
事
業
の
ご
案
内

１
　
平
成
27
年
度
ア
ー
ト
・
サ  

　
ポ
ー
ト
事
業

▼
対
象
事
業
：
文
化
団
体
が
自
ら

　
出
演
す
る
先
進
的
、
創
造
的
モ

　
デ
ル
的
な
発
表
事
業
及
び
人
材

　
育
成
を
目
的
と
し
た
発
表
事
業

▼
助
成
金
額
：
３
０
万
円
を
上
限

　
と
し
、
対
象
経
費
か
ら
入
場
料

　
等
を
控
除
し
た
額
の
１
／
２
以

　
内
の
額

▼
募
集
期
間

　
１
次
募
集
：
平
成
27
年
6
月
10

　
日
㈬
必
着

　
2
次
募
集
：
平
成
27
年
9
月
30

　
日
㈬
必
着

２
　
平
成
27
年
度
文
翔
館
文
化
活

　
動
支
援
事
業

▼
対
象
事
業
：
個
人
や
文
化
団
体

　
が
「
芸
術
文
化
の
振
興
」
を
目

　
的
に
、
文
翔
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

　
使
用
し
て
行
う
展
示
館
等

▼
助
成
金
額
：
3
万
円
を
上
限
と

　
し
、
文
翔
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
施

　
設
使
用
料
を
助
成

▼
実
施
期
間
：
平
成
27
年
4
月
1

　
日
～
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で

問
山
形
県
生
涯
学
習
文
化
財
団
文

　
化
振
興
部（
山
形
県
郷
土
館「
文

　
翔
館
」
内
）

☎
０
２
３
ー
６
３
５
ー
５
５
０
１

借
金
に
関
す
る
巡
回
　

無
料
相
談
会
（
予
約
制
）

　
事
前
に
ご
予
約
の
上
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
秘
密
厳
守
。

避
難
さ
れ
て
い
る
方
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

▼
日
時
：
４
月
23
日
㈭
午
前
10
時

～
午
後
４
時

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁
５
階

５
０
３
会
議
室
（
米
沢
市
金
池

７
丁
目
１

－

50
）

▼
受
付
期
間
：
４
月
21
日
㈫
ま
で

　
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

▼
予
約
先
・
問
山
形
財
務
事
務
所 

理
財
課

☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
２
０
１

置
賜
保
健
所
か
ら
の
　

お
知
ら
せ

【
女
性
の
健
康
相
談
（
要
予
約
）】

▼
日
時
：
毎
週
火
曜
日 

午
後
１

時
～

※
電
話
相
談
は
随
時
受
付
。

▼
会
場
：
置
賜
保
健
所 

１
階
相

談
室

【
心
の
健
康
相
談
（
要
予
約
）】

▼
日
時
・
会
場
：
○
第
２
木
曜
日 

午
後
２
時
30
分
～
・
置
賜
保
健

所 

精
神
保
健
相
談
室

　
○
第
３
水
曜
日 

午
前
10
時
～
・

置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎 

健
康

相
談
室

▼
担
当
：
精
神
科
医

※
保
健
師
に
よ
る
相
談
は
随
時
行

っ
て
お
り
ま
す
。

▼
相
談
料
：
無
料

【
エ
イ
ズ
・
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
Ｂ

型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
の
相
談
・
検
査
】

▼
日
時
：
毎
週
月
曜
日 

午
後
１

時
～
２
時

※
電
話
相
談
は
随
時
受
付
。

▼
会
場
：
置
賜
保
健
所

※
１
階
受
付
で
「
血
液
検
査
」
と

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
・
検
査
料
：
無
料

▼
検
査
結
果
：
エ
イ
ズ
検
査
は
当

日
（
採
血
後
約
40
分
）、
そ
の

他
の
検
査
は
２
週
間
後
と
な
り

ま
す
。

※
結
果
は
直
接
ご
本
人
に
の
み
来

所
の
う
え
お
伝
え
し
ま
す
。
電

話
や
郵
便
で
は
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

問
置
賜
保
健
所

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
２

川
西
こ
ど
も
い
け
ば
な
楽
校

▼
対
象
：
小
学
１
～
６
年
生

※
保
護
者
も
参
加
及
び
付
添
可

▼
開
催
日
程
：
５
月
９
日
㈯
、　

６
月
６
日
㈯
、
７
月
４
日
㈯
、

８
月
１
日
㈯
、
８
月
29
日
㈯
、

９
月
12
日
㈯
、
10
月
10
日
㈯
、

11
月
21
日
㈯
、
12
月
12
日
㈯ 

（
発
表
会
を
含
む
全
10
回
実
施
）

▼
時
間
：
午
後
１
時
～
３
時

▼
場
所
：
川
西
町
中
央
公
民
館

▼
参
加
費
：
１
回
６
０
０
円
（
花

代
の
み
）
×
10
回

▼
保
険
料
：
８
０
０
円

▼
申
込
：
参
加
希
望
の
方
は
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
上
村
泰
子
（
米
沢
市
）

☎
０
２
３
８

－

38

－

５
２
４
６

問
五
十
嵐
弘
子
☎
42

－
４
２
４
４

平
成
27
年
度 

農
業
経
営

実
践
講
座
の
開
講

　
置
賜
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
農

業
技
術
普
及
課
で
は
農
業
経
営
に

必
要
な
基
礎
知
識
、
専
門
技
術
を

学
ぶ
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

▼
受
講
料
：
無
料

催

　し
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▼
開
講
式
：
５
月
１
日
㈮ 

午
後

１
時
30
分

▼
講
座
名
：
米
づ
く
り
講
座
、
果

樹
講
座
、野
菜
（
お
か
ひ
じ
き
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
）
講
座
、
花
き

講
座
、農
産
加
工
基
礎
講
座（
起

業
支
援
）、
パ
ソ
コ
ン
農
業
簿

記
基
礎
講
座

▼
申
込
期
限
：
４
月
30
日
㈭

▼
申
込
・
問
置
賜
総
合
支
庁 

産

業
経
済
部
農
業
技
術
普
及
課
（
担

当
：
小
形
）

☎
０
２
３
８

－

57

－

３
４
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３
８

－

57

－

３
４
１
４

平
成
27
年
度
山
形
県

立
農
業
者
大
学
校
園

芸
教
室
の
ご
案
内

▼
目
的
：
野
菜
、
花
き
の
栽
培
方
法

　
を
学
び
、
食
の
安
全
、
安
心
や
農

　
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め

　
に
園
芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
会
場
：
山
形
県
立
農
業
者
大
学
校

▼
日
程
及
び
内
容
：
野
菜
コ
ー
ス
　

　（
13
：
30
～
15
：
30
）

　
○
5
月
15
日
㈮
　
開
講
式

　
○
6
月
9
日
㈫
　
か
ん
水
方
法
、

　
肥
料
の
や
り
方
等

　
○
7
月
14
日
㈫
　
秋
野
菜
の
播
種

　
方
法
等

　
○
9
月
28
日
㈪
　
閉
講
式

　
花
き
コ
ー
ス
（
13
：
30
～
15
：
　

　
30
）

　
○
5
月
15
日
㈮
　
開
講
式

　
○
6
月
9
日
㈫
　
草
花
の
寄
せ
　

　
植
え

　
○
7
月
14
日
㈫
　
秋
植
え
花
苗
　

　
づ
く
り

　
○
9
月
28
日
㈪
　
閉
講
式

▼
応
募
資
格
：
野
菜
、
花
の
栽
培
に

　
興
味
が
あ
り
、
学
ぶ
意
欲
の
高
い

　
方
で
、
基
礎
的
な
作
業
を
学
び
た

　
い
方

▼
募
集
人
数
：
各
コ
ー
ス
30
名

▼
受
講
料
：
無
料

▼
応
募
期
間
：
平
成
27
年
4
月
28
日

　
㈫
申
込
書
必
着

▼
応
募
方
法
：
申
込
書
を
ご
記
入
の

　
う
え
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

　
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応

　
募
者
が
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合

　
は
、
選
考
に
よ
り
受
講
者
を
決
定

　
し
ま
す
。

問
山
形
県
立
農
業
者
大
学
校
研
修

　
部

☎
０
２
３
３

－

22

－

8
7
9
4

第
28
回
遅
筆
堂
文
庫
・
　

生
活
者
大
学
校
　
　
　
　

「
井
上
ひ
さ
し
と
憲
法
」

▼
日
時
：
4
月
18
日
㈯
　
　
　
　

　
午
後
1
時
　
～

▼
会
場
：
川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー

　
プ
ラ
ザ

▼
講
師

　
○
山
下
惣
一
氏
（
農
民
作
家
）

　
○
樋
口
陽
一
氏
（
東
北
大
学
名

　
誉
教
授
）

▼
参
加
費
：
１
，
５
０
０
円

※
オ
プ
シ
ョ
ン
講
座
（
要
申
込
）

▼
日
時
：
4
月
19
日
㈰
午
前
9
時

　
30
分
～
11
時

▼
内
容

　
○
井
上
氏
の
ふ
る
さ
と
を
歩
く

　「
旧
小
松
町
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
」

　（
参
加
費
５
０
０
円
）

　
○
作
詞
：
井
上
ひ
さ
し

　
作
曲
：
宇
野
誠
一
郎

　「
川
西
一
中
校
歌
を
う
た
お
う
」

　（
無
料
）

　
○
井
上
番
編
集
者
に
よ
る
座
談

　
会
（
無
料
）

　
○
学
芸
員
が
ご
あ
ん
な
い
「
遅

　
筆
堂
文
庫
」（
無
料
）

問
川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

☎
０
２
３
８

－

46

－

3
3
1
1

吉
里
吉
里
忌
２
０
１
５

▼
日
時
：
4
月
19
日
㈰
　
午
後
1
時

　
～
午
後
5
時

▼
会
場
：
川
西
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ

　
ザ
・
遅
筆
堂
文
庫

▼
定
員
：
７
０
０
名

▼
参
加
費
：
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　（
18
歳
以
下
無
料
）

▼
司
会
：
古
屋
和
雄
氏
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

▼
内
容

　
○
鼎
談
「
笑
い
に
ひ
そ
む
真
実
ー

　
　
井
上
演
劇
の
魅
力
」

　
○
記
念
公
演「
井
上
ひ
さ
し
と
私
」

　
○
川
西
中
学
校
に
よ
る
校
歌
披
露

問
川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

☎
46
ー
３
３
１
１

長
井
市
中
央
地
区
女
性

の
会
30
周
年
記
念
事
業 

あ
き
竹
城
講
演
会 

▼
日
時
：
６
月
６
日
㈯ 

午
後
１

時
開
場
、
１
時
30
分
開
演 

▼
会
場
：
長
井
市
民
文
化
会
館 

▼
内
容
：
演
題
「
キ
ラ
キ
ラ
輝
く

人
生
の
た
め
に
」

▼
料
金
：
前
売
券
１
２
０
０
円
、

当
日
券
１
５
０
０
円 

問
長
井
市
中
央
地
区
公
民
館

☎
０
２
３
８

－

84

－

５
８
６
９

公
益
社
団
法
人
米
沢

法
人
会
か
ら
の
お
知

ら
せ

1
　
青
年
部
通
常
総
会
記
念
講
演
会

▼
日
時
：
平
成
27
年
4
月
23
日
㈭
　

　
18
：
00
～
19
：
30

▼
会
場
：
グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ

▼
申
込
：
4
月
17
日
㈮
　
ま
で
に
　

　
お
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
内
容
：
山
形
大
学
工
学
部
と
産
学

　
連
携
　
そ
し
て
産
業
振
興

▼
講
師
：
飯
塚
　
博
氏
（
山
形
大
学

　
大
学
院
理
工
学
研
究
科
教
授

２
　
米
沢
法
人
会
平
成
27
年
度
通
常

　
総
会
記
念
公
演

▼
日
時
：
平
成
27
年
5
月
19
日
㈫

　
14
：
00
～
15
：
50

▼
会
場
：
グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ

▼
申
込
：
5
月
12
日
㈫
　
ま
で
に
　

　
お
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
講
師
：
中
里
　
実
氏
（
政
府
税
制

　
調
査
会
　
会
長
）

問
公
益
社
団
法
人
米
沢
法
人
会

☎
０
２
３
８
ー
22
ー
５
４
０
１

離
職
者
に
対
す
る
職
業

訓
練
6
月
生
募
集

▼
募
集
科
：
Ｎ
Ｃ
生
産
シ
ス
テ
ム

　
科

▼
訓
練
期
間
：
平
成
27
年
6
月
2

　
日
㈫
～
11
月
26
日
㈭

▼
定
員
：
15
名

▼
対
象
者
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

　
職
登
録
し
て
い
る
方

▼
申
込
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

▼
費
用
：
受
講
料
無
料
（
但
し
、

　
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）

▼
締
切
：
平
成
27
年
4
月
23
日
㈭

▼
選
考
：
平
成
27
年
5
月
11
日
㈪

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
形

☎
０
２
３
ー
６
８
６
ー
２
０
１
６

募

　集
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町
の
魅
力
を
広
め
、
移
住
・
定
住
に
つ
な
ぐ

～
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構
が
生
ま
れ
か
わ
り
ま
す
。
～

川
西
の
魅
力
を
全
国
へ
伝
え
、
そ
し
て
町
へ
呼
び
込
み
な
が
ら
川
西
フ
ァ
ン
を
つ
く
る
交
流
活
動
を
行
っ
て
き
た
「
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構
」
と
、
都
市
部
か
ら
の
教
育
旅
行
受
入
や
農

都
交
流
事
業
に
成
果
を
挙
げ
て
き
た
「
山
形
ダ
リ
ア
の
里
体
験
受
入
協
議
会
」。
こ
の
二
つ
の
団
体
を
統
合
し
、
従
来
ま
で
の
交
流
活
動
に
加
え
、
移
住
・
定
住
事
業
を
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
●
交
流
基
盤
の
一
本
化

　
町
で
は
、
第
４
次
総
合
計
画
後
期
計
画
の

な
か
で
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
が
「
交
流
基
盤
確
立
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
す
。
そ
の
推
進
の
た
め
、
こ
の

２
団
体
は
平
成
20
年
に
そ
れ
ぞ
れ
組
織
化
。

以
来
「
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構
」

は
川
西
フ
ァ
ン
の
拡
大
を
目
指
し
、
全
国
に

町
の
魅
力
の
情
報
発
信
、
町
の
地
域
資
源
・

素
材
を
テ
ー
マ
と
し
て
ツ
ア
ー
を
開
催
。
ま

た
、
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
大
学
校
ま
め
学

部
を
立
ち
上
げ
、
新
た
な
町
の
魅
力
発
掘
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
の
「
山
形
ダ
リ
ア
の
里
体
験
受
入
協

議
会
」
は
、
町
内
受
入
農
家
の
方
々
な
ど
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
農
村
資
源
を
活

用
し
た
都
市
部
中
学
校
の
教
育
旅
行
受
入
れ

な
ど
農
都
交
流
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。

　
誕
生
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
２
団
体
そ
れ

ぞ
れ
が
築
い
て
き
た
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

結
び
付
け
、
さ
ら
に
交
流
事
業
を
展
開
し
や

す
く
し
、
そ
し
て
町
の
交
流
基
盤
の
窓
口
を

一
本
化
す
る
た
め
、
３
月
24
日
に
２
団
体
を

統
合
し
、
名
称
は
引
き
続
き
「
や
ま
が
た
里

の
暮
ら
し
推
進
機
構
」
と
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
●
交
流
か
ら
移
住
・
定
住
に

　　
28
年
度
か
ら
の
第
５
次
総
合
計
画
ス
タ
ー

ト
を
控
え
、
町
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
で
あ

る
少
子
高
齢
化
、
人
口
の
減
少
対
策
が
急
務

と
な
る
な
か
、
折
し
も
国
で
は
昨
年
11
月
、

地
方
創
生
関
連
法
を
成
立
さ
せ
、
都
市
か
ら

地
方
へ
の
移
住
・
定
住
施
策
が
本
格
化
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
を
と
ら
え
、「
や
ま
が
た
里
の

暮
ら
し
推
進
機
構
」
で
培
っ
て
き
た
交
流
事

業
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
都
市
部
な

ど
か
ら
の
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
る
事
業
を

展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
具
体
的
事
業
は
、
町
内
の
空
き

家
を
利
用
し
、転
入
者
の
住
ま
い
と
す
る「
空

き
家
バ
ン
ク
」
の
整
備
・
充
実
に
向
け
た
研

修
会
や
勉
強
会
の
開
催
、
首
都
圏
で
開
催
さ

れ
る
移
住
・
交
流
フ
ェ
ア
等
へ
の
出
展
、
地

域
の
特
色
や
素
材
を
活
か
し
た
移
住
希
望
者

向
け
の
移
住
交
流
体
験
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
交
流
事
業
、
農
都
交
流
事
業

を
一
層
充
実
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
移
住
・
定

住
事
業
に
重
点
を
置
く
こ
と
と
し
ま
す
。

 

●
町
全
体
で
連
携

　　
組
織
は
理
事
会
の
も
と
に
地
域
活
性
化
推

進
部
会
、
交
流
推
進
部
会
、
農
都
交
流
推
進

部
会
の
３
部
会
を
構
成
。
部
会
に
は
そ
れ
ぞ

れ
町
内
の
各
種
関
係
団
体
や
関
係
者
、
行
政

担
当
課
が
部
員
と
し
て
企
画
立
案
、
実
施
に

取
り
組
み
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
企
業
等
に

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
全
体
で
連
携

し
、
交
流
、
定
住
・
移
住
そ
し
て
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
対
策
に
向
け
事
業
展
開
を
目

指
す
考
え
で
す
。

　
代
表
と
な
る
理
事
長
に
は
、
こ
れ
ま
で
も

農
業
体
験
受
け
入
れ
を
行
っ
て
き
た
「
受
入

農
家
の
会
」
代
表
の
登
坂
賢
治
さ
ん
（
写
真

中
央
）
が
就
任
。
事
務
局
員
３
名
が
事
務
所

と
す
る
川
西
町
交
流
館
「
あ
い
ぱ
る
」
１
階

に
常
駐
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ

ひ
「
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構
」
の

名
前
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
、
様
々

な
場
面
で
、
情
報
提
供
、
交
流
事
業
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構
事
務
局

　
電
話
54
ー
３
０
０
６

都会の皆さんが本町を訪れ体験ツアー

（昨年の「大人のインターンシップ・紅大豆味噌づくり」より）
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町
長

　原

　田

　俊

　二

吉
里
吉
里
忌
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

第36回メンバーコラム：江本一宏（カズー） ひとこと報告書

玉庭地区交流センター四方山館
松田・吉田隊員の協力隊卒業を向かえ「さよ
ならサロン」を開催。参加者と三年間の思い
出を振り返り会話を楽しみました。
玉庭ひなめぐり　
古民家をひなめぐりの会場として運営。「ひな
人形＆音楽会」をテーマに盛り上がりました。
協力隊全国サミット
六本木ヒルズで川西をアピってきました。
他協力隊の事例も聞いたので、活かせる所は
真似していこうと思います。
台湾研修
きらりよしじま企画、農業青年タレントとし
て台湾研修に参加。台湾農産物輸送株式会社
が運営する青果卸売市場で、日本からの輸入
品目、市場単価や需要を調査しました。

　協力隊活動も早１年が経ち、任期は残り２年。任期後の川西定住に向けた収
入と住まいを手に入れることも考えつつ、日々活動を進めているカズーです。
　そうそう、２月中旬に東京の友人が田舎暮らし体験をしたいと来町してくれまし
た。独身で脱サラ＆脱都会を果たした私に興味を抱いてくれたのがキッカケだっ
たようです（最近独身も脱しました。ありがとうございます）。
　体験期間は１週間と短い間でしたが、つる細工職人さんや農家さんと地元の
方々のお力添えを頂きながら、充実した時間を過ごし帰ってくれました。
　来町してくれる人の感想で、地元の人が改めて川西の魅力に気付く。そんな
心の交流機会を、これからも創っていけたらいいなぁと思っています。

　

３
月
末
、
町
田
市
の
さ
く
ら
祭
り
に
参
加
、

町
田
市
の
皆
さ
ん
や
友
好
団
体
の
沖
縄
市
、
長

野
県
川
上
村
、
東
京
都
大
島
町
の
皆
さ
ん
と
交

流
し
て
き
ま
し
た
。
東
京
は
暖
か
く
上
野
公
園

な
ど
桜
は
満
開
で
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
し
た

が
、
４
月
に
入
り
山
形
で
も
桜
の
便
り
が
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
足
取
り
は
遅
い
も

の
の
、
も
う
す
ぐ
良
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

新
年
度
に
入
り
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ
た

皆
さ
ん
、
明
る
く
元
気
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。 

　
５
年
前
の
４
月
９
日
、
井
上
ひ
さ
し
先
生
が

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
前
年
の
秋
か
ら
体
調
を

崩
さ
れ
療
養
中
で
し
た
が
、
回
復
さ
れ
元
気
な

先
生
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
体
調

も
考
え
ず
、
新
生
川
西
中
学
校
の
校
歌
制
作
を

依
頼
し
た
こ
と
も
恥
ず
か
し
い
限
り
で
し
た
。

先
生
の
ご
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
、
フ
レ
ン
ド

リ
ー
プ
ラ
ザ
内
に
展
示
室
を
整
備
、さ
ら
に「
本

を
生
か
す
」
た
め
始
ま
っ
た
遅
筆
堂
文
庫
生
活

者
大
学
校
を
毎
年
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
フ

レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
、
遅
筆
堂
文
庫
は
県
内

の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
高
く
評
価

さ
れ
、
川
西
町
の
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
亡
く
な
ら
れ
て
１
年
後
、
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
存
命
な
ら
先
生
は
ど
ん
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
残
さ
れ
た
だ
ろ
う
と
、
出
版
社
の

皆
さ
ん
を
中
心
に
偲
ぶ
会
を
始
め
ら
れ
、
先

生
が
生
ま
れ
、
遅
筆
堂
文
庫
が
あ
る
川
西
町

で
「
吉
里
吉
里
忌
」
を
開
催
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
や
ご
遺
族
の
意
思

を
尊
重
し
な
が
ら
、
中
学
生
や
菜
の
花
座
な

ど
も
出
演
す
る
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
企
画
で

す
の
で
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

　
皆
さ
ん
は
先
生
の
作
品
を
読
ん
で
い
ま
す

か
。
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
も
単
行
本
が
刊
行

さ
れ
、
５
月
上
映
開
始
の
「
駆
込
み
女
と
駆

出
し
男
」
は
「
東
慶
寺
花
だ
よ
り
」
が
原
作

で
す
。
私
の
お
勧
め
は「
一
分
ノ
一
」（
上
下
）、

１
分
の
１
の
地
図
を
製
作
す
る
と
こ
ろ
か
ら

物
語
が
始
ま
り
、
敗
戦
に
よ
り
日
本
が
連
合

国
に
４
分
割
さ
れ
、
そ
の
統
一
の
た
め
米
沢

か
ら
東
京
へ
向
か
う
物
語
で
す
。
先
生
の
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
ち
り
ば
め
ら
れ
、
本

当
に
面
白
い
作
品
で
す
。
40
年
前
に
書
か
れ

た
「
吉
里
吉
里
人
」
を
読
み
直
し
て
み
て
全

く
色
あ
せ
ず
、
現
在
町
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
地
方
創
生
の
答
え
が
、
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
長
編
が
多
い
の
で
根
気
が

必
要
で
す
が
、
先
生
が
遺
さ
れ
た
思
い
を
語

り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
う
ぞ
「
吉
里
吉

里
忌
」
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
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フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 20：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫 こどもの本

おとなの本
『日本史　汚名返上』

 井沢元彦　和田秀樹著  　光文社刊

● 5 月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

『ちこく姫』　　　　　よしながこうたく作　 好学社

日本史上には「悪人」と呼ばれる人物が
数多く存在します。何を意味するのか、
また、どんないきさつでレッテルをはら
れることになったのか…本人は弁明すら
できず定説になってしまっています。「逆
説の日本史」の著者と精神科医が「悪人」
と呼ばれた人物に光をあて、汚名返上を
試みています。

学習発表会の劇の役を決める大切な日に、
遅刻をしたせいで、1 組の女番長ちよこ
から 2 組はわき役に決められてしまいま
す。落ち込むみんなにまどかは「みんな
を主役にしてみせる」と言いだして…。
ちよことまどかの友情を描きながら遅刻
をすることってどんなことなのか教えて
くれます。

●遅筆堂文庫読書会
5 月１0 日 ㈰　14：00 ～　参加費無料

● 5 月のおはなし会
5 月 9 日 ㈯ 11：00 ～ 11：30  おはなしのへや
おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

■こまつ座 第１１０回公演
  「父と暮せば」

５
１７ ㊐

膨大な被爆者の手記を井
上ひさしが丹念に読み込
み紡ぎだした父と娘の物
語。
演出家・鵜山仁が平和へ
の祈りを込めて、後世に
語り継ぐ、こまつ座渾身
の作品です。

【開　演】14：00 開演（13：30 開場）
【場　所】フレンドリープラザ・劇場
【料　金】一般 4000 円、PLA's 会員 3800 円
　　　　  ２５歳未満青少年育成席 1000 円

全席指定

　　井上ひさし・作　　鵜山仁・演出

【日　時】4 月 19 日㊐　13：00 ～ 17:00
【場　所】フレンドリープラザ・劇場
【料　金】1,000 円（18 歳以下無料）
【定　員】700 名

■吉里吉里忌２０１５
　井上ひさし氏を偲ぶ文学忌

2010 年４月９日に永眠
した本町出身の作家・劇
作家井上ひさし氏。氏を
偲ぶ文学忌が、代表作の
名を冠した「吉里吉里忌」
です。２２万点に及ぶ蔵
書・資料に囲まれたふる
さと山形県川西町で、全国からのお客さんとともに、
氏と氏の業績を語り継ぐ催し「吉里吉里忌」を開催し
ます。
～～～～～～～　プログラム　～～～～～～～～～
13:00　開会行事
13:20　鼎談「笑いにひそむ真実ー井上演劇の魅力」

15:15　記念公演「井上ひさしと私」
　　　　浅田次郎氏（作家）

16:45　閉会行事　川西中学校による校歌披露

４
１９㊐

●井上ひさし展示室
「テキストは『吉里吉里人』展」

■ 落語「入船亭扇辰独演会」５
２３ ㊏

【開　演】19：00 開演
【場　所】フレンドリープラザ
　　　　 ・ロビー

【料　金】前売：一般 3000 円
　　　　 PLA's 会員 2800 円
　　　　 高校生以下1500 円
 　　　　＊当日：200 円増し

●よんで ! つくって ! 図書館で遊ぼう !!
４月２３日からの「こどもの読書週間」に合わせ、様々
な催し物を開催。詳細は図書館まで。

永井　愛氏

（作家・劇作家）

平田オリザ氏

（作家・劇作家）

扇田昭彦氏

（演劇評論家）
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…3月分届出…

　　　　８人

　　　　  　１７人

080̶6008̶8330
080̶6008̶5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

４月の町税等 川西町の人口

４月・５月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談

（こころの健康相談）
５月１１日㈪・２５日㈪
午後１時～４時 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
弁護士
消費生活相談

５月１３日㈬
午後２時～４時 町役場相談室 町住民生活課

☎ ４２－６６１６

行政相談 ５月２０日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

５月

16,324 人（－ 61）
男　　　7,991 人（－ 35）
女　　　8,333 人（－ 26）
世帯数　5,183 世帯 ( ＋ 1)

※３月末日現在の住民基本台帳人口

氏名 年齢 大字
小方　　武 ８６ 上奥田
牛谷　みつ ９０ 大　塚
片倉　　ち ９７ 下奥田
長谷川忠助 ８５ 中小松
飯澤　春男 ８０ 西大塚
安部　清一 ４３ 下奥田
小方トクノ ９３ 上奥田
平田　チヨ ９７ 上小松
遠藤　安男 ９３ 上小松
神野　久吾 ９１ 尾長島
新野　　悟 ５４ 上小松
谷　　安江 ８８ 高　山
渡邉　幸男 ７８ 上小松
稲村　憲助 ８９ 上小松
佐藤セツ子 ８３ 大　舟
柳橋　正義 ７２ 中小松
橋本　千代 ８３ 上小松

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-touroku
@town.kawanishi.yamagata.jp】

◆登録解除用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-taikai
@town.kawanishi .yamagata.jp】

災害情報を配信する「登録制メール」をご活用ください

　　　　７組
新郎　　　　　　　新婦 大字

鈴木　貴道 ♥ 井上　梢　 上小松
遠藤　善文 ♥ 伊藤　麻紀 尾長島
黒澤　誠基 ♥ 島貫　麻子 洲島
齋藤　祐紀 ♥ 奥山　夏美 堀金
髙橋　知希 ♥ 富澤和嘉恵 吉田
横山　拓実 ♥ 竹田　浩美 小松
樋口　貴人 ♥ 青木　志帆 小松

●軽自動車税
●上下水道使用料（３月概算分）

口座振替日　４月２８日㊋
納付期限　　４月３０日㊍

期　　間 当番店（社） 電話番号

４月１３日～１９日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

４月２０日～２６日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

４月２７日～５月３日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業㈱ ☎４２－４１１１

５月４日～１０日 ㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０

５月１１日～１７日 ㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

※「よろこび かなしみ」の掲載につ
いては、掲載希望をいただいた方の
み掲載をいたしております。

氏名 性別 保護者 大字

鷲尾　頼
ら い と

人 男 雄己・ 美香 上小松
遠藤　優

ゆ い
結 女 聡 ・ 真弓 下平柳

五十嵐若
わ か な

奏 女 剛 ・るみ子 中小松
後藤　心

こ は ね
羽 女 智彦・由美子 大　塚

安藤　愛
え な

奈 女 淳 ・ 弥生 西大塚
佐藤　六

り っ か
花 女 淳二・ 知美 上小松

龍﨑　菜
な お

央 女 正憲・ 亜紀 上小松
舩山　愛

あ い と
翔 男 守 ・ 明奈 時　田



■発行　山形県東置賜郡川西町　　■編集　企画財政課　
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食育
推進

はじめよう！
おいしく朝ごはん習慣！
☀ 頭と体の元気につながります
　朝ごはんは、脳にエネルギーを与えます。頭がすっ
きりして集中力や記憶力がアップし、仕事や勉強がは
かどります。
　寝ている間に下がっていた体温も上げるので、体が
目覚め、持続力もアップします。

春はスタートの季節
１日のスタート
は朝食から

　毎年恒例となったダリア球根直売会。今年は約
２００種類の球根を、花の写真を見ながら購入でき
ます。ご自宅でお気に入りのダリアを育てて、華や
かな花壇を作ってみませんか？
❖ 日　時　５月 15 日 ㊎ ～ 17 日 ㊐
　　　　　 午前１０時～午後４時
❖ 場　所　川西ダリヤ園多目的広場
　　　　　 （浴浴センターまどか隣）
❖ 内　容　川西産ダリアの球根、切り花、花苗
　　　　　 などを販売いたします。
❖ 金　額　１球：５００円、７００円、９００円

✿ ダリア栽培講習会
❖ 日　時　開催期間中の午後１時から
❖ 場　所　川西ダリヤ園多目的広場
❖ 参加費　無料
ダリアを栽培しているプロが、球根の植え方、育て
方を説明します。初めて栽培される方、栽培のコツ
が知りたい方、どなたでもお気軽にご参加ください。

問町産業振興課 商工観光グループ 
☎４２－６６４５

こどもフェスタ＆
ひょうたん島
スタンプラリー
2015
　まんまる太鼓キッズ演奏、ＡＫＥＭＩコンサート、
ミニ動物園、産直・フードコートもあるよ！
❖ 日　時　5 月 5 日 ㊋㊗ 午前１０時～午後３時
❖ 場　所　羽前小松駅前、駅周辺商店街、
　　　　　 川西町フレンドリープラザほか
❖ 参加料　こども（中学生以下）２００円
　　　　　 大人４００円
　　　　　 お得な親子券、家族券もあります。

問えき・まちネットこまつ ☎４２－２５３３

卵の黄色で菜の花を思わせる春の一品

ほうれん草の菜種和え　
✿ 材料　＜４人分＞
○ほうれん草　１６０ｇ
○卵　　 　　　１個
○砂糖　　　　ひとつまみ
○しょうゆ　　小さじ１・１/ ２
○みりん　　　小さじ１
✿ 作り方
① ほうれん草は茹でて、３㎝幅に切る。
② 卵に砂糖を加えてよく溶き、フライパンで

いり卵を作る。
③ しょうゆとみりんを混ぜておく。
④ よく絞った①に③を入れて和え、冷ました

②を加え和える。

川西ダリヤ園
球根直売会

☀ 食のリズムが整い、
　 生活のリズムが整います
　新生活が始まり、生活のリズムを
崩しやすい時期です。おいしく朝ご
はんを食べるよう意識することで、
早寝・早起きにもつながり、生活の
リズムも新しいリズムに無理なく変
わっていきます。


